
　
　

一　

は
じ
め
に

　
『
萬
葉
集
』
巻
一
、
雑
歌
の
部
に
は
「
幸
二

于
吉
野
宮
一

之
時
柿
本
朝
臣
人
麻

呂
作
歌
」
と
い
う
題
詞
を
持
つ
歌
群
が
あ
る
。
そ
れ
は
第
一
歌
群
と
第
二
歌
群
に

て
構
成
さ
れ
、
次
の
よ
う
で
あ
る
（
以
下
、「
吉
野
讃
歌
」
と
す
る
）
（
（
（   

。

　
　

幸
二

于
吉
野
宮
一

之
時
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
作
歌

八や

隅す
み

知し

之し　

吾わ
が

大お
ほ

王き
み

之の　

所き
こ

聞し

食を
す　

天
あ
め
の

下し
た

尓に　

國く
に

者は

思し

毛も　

澤さ
は

二に

雖あ
れ

有ど
も

　

山や
ま

川か
は

之の　

清
き
よ
き

河か
ふ

内ち

跡と　

御み

心こ
こ
ろ

乎を　

吉よ
し

野の

乃の

國く
に

之の　

花は
な

散ぢ
ら

相ふ　

秋あ
き

津つ

乃の

野の

邊へ

尓に　

宮み
や

柱ば
し
ら

　

太ふ
と

敷し
き

座ま
せ

波ば　

百も
も

磯し

城き

乃の　

大お
ほ

宮み
や

人ひ
と

者は　

船ふ
ね

並な
め

弖て　

旦あ
さ

川か
は

渡
わ
た
り

　

舟ふ
な

競ぎ
ほ
ひ

　

夕ゆ
ふ

河か
は

渡わ
た
る

　

此こ
の

川か
は

乃の　

絶
た
ゆ
る

事こ
と

奈な

久く　

此こ
の

山や
ま

乃の　

弥い
や

高た
か

思し

良ら

珠す　

水み
な

激そ
そ
く
　

瀧た
き

之の

宮み
や

子こ

波は　

見み

礼れ

跡ど

不あ
か

飽ぬ

可か

問も�

（
巻
一

−

三
六
）

　
　

反
歌

雖み
れ

見ど

飽あ
か

奴ぬ　

吉よ
し

野の

乃の

河か
は

之の　

常と
こ

滑な
め

乃の　

絶
た
ゆ
る

事こ
と

無な

久く　

復ま
た

還か
へ
り

見み

牟む

 （
巻
一

−

三
七
）

安や
す

見み

知し

之し　

吾わ
が

大お
ほ

王き
み　

神か
む

長な
が

柄ら　

神か
む

佐さ

備び

世せ

須す

登と　

芳よ
し

野の

川が
は　

多た

藝ぎ

津つ

河か
ふ

内ち

尓に　

高た
か

殿ど
の

乎を　

高た
か

知し
り

座ま
し

而て　

上
の
ぼ
り

立た
ち　

國く
に

見み

乎を

為せ

勢せ

婆ば　

疊
た
た
な

有は
る　

青あ
を

垣か
き

山や
ま　

山や
ま

神つ
み

乃の　

奉
ま
つ
る

御み

調つ
き

等と　

春は
る

部へ

者に
は　

花は
な

挿か
ざ

頭し

持も
ち　

秋あ
き

立た
て

者ば　

黄も
み

葉ち

頭か
ざ

刺せ

理り　

一
云　

黄も
み
ち

葉ば

加か

射ざ

之し　

逝ゆ
き

副そ
ふ　

川か
は

之の

神か
み

母も　

大お
ほ

御み

食け

尓に　

仕
つ
か
へ

奉ま
つ
る

等と　

上
か
み
つ

瀬せ

尓に　

鵜う

川か
は

乎を

立た
ち　

下
し
も
つ

瀬せ

尓に　

小さ

網で

刺さ
し

渡わ
た
す

　

山や
ま

川か
は

母も　

依よ
り

弖て

奉つ
か
ふ

流る　

神か
み

乃の

御み

代よ

鴨か
も

（
巻
一

−

三
八
）

　
　

反
歌

山や
ま

川か
は

毛も　

因よ
り

而て

奉つ
か
ふ

流る　

神か
む

長な
が

柄ら　

多た

藝ぎ

津つ

河か
ふ

内ち

尓に　

船ふ
な

出で

為せ
す

加か

母も

（
巻
一

−

三
九
）

右
、
日
本
紀
曰
、
三
年
己
丑
正
月
、
天
皇
幸
二

吉
野
宮
一

。
八
月
、
幸
二

吉
野
宮
一

。
四
年
庚
寅
二
月
、
幸
二

吉
野
宮
一

。
五
月
、
幸
二

吉
野
宮
一

。

五
年
辛
卯
正
月
、
幸
二

吉
野
宮
一

。
四
月
、
幸
二

吉
野
宮
一

者
。
未
三

詳

知
二

何
月
従
駕
作
歌
一

。

　

作
者
の
人
麻
呂
は
、
持
統
・
文
武
朝
に
活
躍
し
た
歌
人
と
さ
れ
（
（
（　

、
そ
れ
は
『
懐

風
藻
』
序
に
（
（
（　

 

、

及
二

至
淡
海
先
帝
之
受
一
レ
命
也
、
恢
二
開
帝
業
一
、
弘
二

闡
皇
猷
一
。
道
格
二

乾
坤
一

、
功
光
二

宇
宙
一

。
既
而
以
爲
、
調
レ

風
化
レ

俗
、
莫
レ

尚
二

於
文
一

、

潤
レ

徳
光
レ

身
、
孰
先
二

於
學
一

。

等
あ
る
記
載
に
よ
っ
て
漢
詩
文
隆
盛
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
天
智
天
皇
の
近
江
朝
か

ら
そ
う
遠
く
な
い
、
漢
籍
よ
り
影
響
を
受
け
始
め
た
中
で
も
初
期
の
頃
と
推
定
さ

『
萬
葉
集
』
柿
本
人
麻
呂
「
吉
野
讃
歌
」
に
お
け
る
漢
籍
の
受
容

　
　
　
　
　
―
南
朝
宋
の
鮑
照
「
侍
二
宴
覆
舟
山
一
二
首
」
と
の
比
較
を
通
し
て
―

内
　
田
　
夫
　
美

二
七
七

『
萬
葉
集
』
柿
本
人
麻
呂
「
吉
野
讃
歌
」
に
お
け
る
漢
籍
の
受
容
　
― 

南
朝
宋
の
鮑
照
「
侍
二
宴
覆
舟
山
一
二
首
」
と
の
比
較
を
通
し
て 

―



れ
る
（
（
（　

。「
吉
野
讃
歌
」
の
漢
籍
受
容
は
、
契
沖
の
『
萬
葉
代
匠
記
』（
初
稿
本
）

が
（
（
（　

、文
選
班
固
東
都
賦
曰
。
山
靈
護
レ

野
屬
御
方
神
。
雨
師
汎
灑
風
伯
清
レ

塵
。

同
寶
鼎
詩
曰
。嶽
脩
レ

貢
兮
川
效
レ

珍
。揚
雄
甘
泉
賦
曰
。八
神
奔
而
警
蹕
兮
、

振
殷
轔
而
軍
裝
、
蚩
尤
之
倫
帶
二

干
將
一

而
秉
レ

玉
戚
兮
。
顔
延
年
詩
、
山

祇
蹕
二

嶠
路
一

、
水
若
警
二

滄
流
一

。

と
用
例
を
挙
げ
て
指
摘
す
る
。
そ
の
中
に
あ
る
「
顔
延
年
詩　

山
祇
蹕
二

嶠
路
一

水
若
警
二

滄
流
一

」
に
つ
い
て
、
最
初
に
詳
し
い
考
察
を
加
え
ら
れ
た
の
は
上
野

理
氏
で
あ
る
（
（
（　

。
上
野
理
氏
は
、「
顔
延
年
は
、
一
首
の
詩
に
、
巡
狩
に
際
し
て

山
川
の
神
々
が
道
中
を
守
護
し
、
多
数
の
侍
臣
が
供
奉
し
た
こ
と
と
、
天
子
の
徳

礼
が
人
民
や
魚
鳥
に
も
あ
ま
ね
く
ゆ
き
わ
た
り
、
山
川
の
神
々
を
懐
柔
す
る
に
い

た
っ
た
と
い
い
、帝
徳
を
讃
美
す
る
。
人
事
と
自
然
の
二
面
か
ら
帝
徳
を
讃
美
し
、

し
か
も
、
人
事
は
供
奉
者
の
多
さ
で
、
自
然
は
山
川
の
神
々
が
服
従
し
て
い
る
こ

と
で
表
現
す
る
構
成
方
法
は
、『
吉
野
讃
歌
』
に
共
通
し
て
お
り
、
こ
の
類
似
は

全
く
の
偶
然
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」
と
述
べ
ら
れ
る
。
だ
が
、
漢
籍
に

お
い
て
天
子
に
山
祇
水
若
が
奉
仕
す
る
と
い
う
表
現
は
（
（
（　

、

〇
『
初
學
記
』
巻
第
十
三
、
巡
狩
第
七　

侍
二

遊
方
山
一

應
詔
詩 

（
梁
）
沈
約

清
漢
夜
昭
晳　
扶
桑
曉
陸
離　
發
レ

歌
準準
陽
下　
巡
レ

羽
朝
夕
池　
準準
金
浮
二

水
若
一　

聳
罩
映
二

山
祇
一　

一
霑
九
霄
露　

藜
藿
終
自
知

〇
『
廣
弘
明
集
』
巻
第
三
十
下　

從
駕
經
二

大
慈
照
寺
一

詩  

（
北
齊
）
盧
思
道

玄
風
冠
二

東
竿竿
一　

内
範
軼
二

西
陵
一　

大
川
開
二

寶
匣
一　

福
地
下
二

金

繩
一　

繡
栭
高
可
レ

映　

畫
栱
疊
相
承　

日
馭
非
レ

難
レ

假　

雲
師
本
二

易

憑
一　

陽
室
疑
二

停
燧
一　

陰
軒
類
二

鑒
冰
一　

迥
題
飛
二

星
沒
一　

長
楣

宿
二

露
凝
一　
旌
門
曙
光
轉　
輦
道
夕
雲
蒸　
山
祇
效
二

靈
物
一　
水
若
薦
二

休
徵
一　

虛
薄
叨
二

恩
紀
一　

微
驅
竊
二

自
陵
一　

優
游
徒
可
レ

恃　

周
賚

永
難
レ

勝

等
、
他
に
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
表
現
は
漢
籍
に
広
く
あ
っ
た
と
み
る
べ
き

で
は
な
い
か
。
顔
延
年
詩
よ
り
の
影
響
を
否
定
す
る
の
で
は
な
い
。
身
﨑
壽
氏
が

「
こ
こ
で
は
い
わ
ゆ
る
出
典
論
の
厳
密
な
方
法
に
よ
る
こ
と
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
詩

賦
に
お
け
る
帝
王
讃
美
の
表
現
の
万
葉
宮
廷
儀
礼
歌
へ
の
影
響
と
い
う
こ
と
を
か

ん
が
え
て
お
き
た
い
。」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
（
（
（　

、「
吉
野
讃
歌
」
に
お
け
る
漢

籍
の
受
容
は
、
顔
延
年
詩
を
も
含
め
、
漢
籍
に
お
け
る
帝
王
讃
美
の
表
現
が
広
く

取
り
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
上
野
理
氏
は
、
顔
延
年
が

選
ん
だ
自
然
・
人
事
二
面
か
ら
の
帝
徳
讃
美
の
光
景
を
二
分
し
て
「
吉
野
讃
歌
」

二
歌
群
が
作
歌
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
が
、
漢
籍
に
は
、
元
来
、
二
首

で
構
成
さ
れ
る
詩
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
二
首
構
成
の
詩
に
倣
い
、「
吉
野
讃
歌
」

二
歌
群
の
構
成
が
成
立
し
た
と
い
う
蓋
然
性
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

以
下
、
漢
籍
に
あ
る
二
首
構
成
の
詩
と
「
吉
野
讃
歌
」
と
の
共
通
性
や
類
似
性

を
探
り
、「
吉
野
讃
歌
」
二
歌
群
の
構
成
が
漢
籍
よ
り
受
容
さ
れ
た
蓋
然
性
を
追

究
し
て
い
く
。

　
　

二
―
一　

漢
籍
に
あ
る
鮑
照
の
侍
宴
詩
二
首

　

漢
籍
に
お
け
る
二
首
構
成
の
詩
は
、
例
え
ば
『
文
選
』
に
も
魏
の
曹
植
「
送
二

應
氏
一

詩
二
首
」（
巻
第
二
十
）
等
、
掲
載
さ
れ
る
（
（
（　

。
し
か
し
、「
吉
野
讃
歌
」

は
、
題
詞
や
左
注
に
あ
る
よ
う
に
、
天
皇
の
吉
野
行
幸
の
際
の
従
駕
歌
で
あ
る
。

そ
の
性
格
上
、
漢
籍
に
お
け
る
二
首
構
成
の
詩
を
探
究
す
る
場
合
も
、
従
駕
詩
や

二
七
八

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
二
号



應
詔
詩
、
侍
宴
詩
等
に
注
目
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
観
点
で
漢
籍
に

お
け
る
二
首
構
成
の
詩
を
探
る
と
、
次
に
挙
げ
る
鮑
照
の
「
侍
㆓
宴
覆
舟
山
一

二

首
」
が
見
出
さ
れ
る
。
詩
題
よ
り
分
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
侍
宴
詩
で
あ
り
、
天

子
賞
讃
の
機
能
を
持
つ
も
の
で
あ
る
（
（1
（　

。

　
　

侍
二

宴
覆
舟
山
一

二
首　
　

   

勅
為
二

柳
元
景
一

作

息
レ

雨
清
二

上
郊
一　

開
レ

雲
照
二

中
縣
一　

遊
レ

軒
越
二

丹
居
一　

暉
レ

燭

集
二

涼
殿
一　

凌
レ

高
躋
二

飛
楹
一　

追
レ

焱
起
二

流
宴
一　

苑
含
靈
羣　

嵓
庭
藏
物
變　

明
暉
爍
二

神
都
一　

麗
氣
冠
二

華
甸
一　

目
遠
幽
情
周　

醴

洽
深
恩
遍

繁
霜
飛
二

玉
闥
一　

愛
景
麗
二

皇
州
一　

清
蹕
戒
二

馳
路
一　

羽
蓋
佇
二

宣

遊
一　

神
居
既
崇
盛　

嵓
嶮
信
環
周　

禮
俗
陶
二

德
聲
一　

昌
會
溢
二

民
謳
一

慙
下

無
二

勝
レ

化
質
一　

謬
從
中

雲
雨
浮
上�
（『
鮑
氏
集
』
卷
第
八
）

　

鮑
照
の
集
は
、藤
原
佐
世
撰
『
日
本
國
見
在
書
目
録
』
に
「
鮑
集
十
」
と
あ
り
（
（1
（　

、

上
代
に
お
け
る
伝
来
も
推
測
さ
れ
て
い
る
（
（1
（　

。

　
　

二
―
二　

覆
舟
山
と
吉
野
の
地
と
の
共
通
性

　

覆
舟
山
（
（1
（  

を
詩
題
と
す
る
用
例
は
、『
藝
文
類
聚
』
に
お
い
て
三
箇
所
に
見
ら

れ
る
。
そ
れ
ら
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
（1
（　

。

〇
宋
孝
武
遊
二

覆
舟
山
一

詩
曰
、
束
髮
好
怡
衍　

弱
冠
頗
流
薄　

素
想
終
勿

レ

傾　

聿
來
果
二

丘
壑
一　

曽
峯
亘
二

天
維
一　
曠
渚
綿
二

地
絡
一　
逢
三

皐

列
二

神
苑
一　

遭
三

靖
樹
二

仙
閣
一　

松
墱
含
二

青
暉
一　

荷
源
煜
二

彤
爍
一　

川
界
泳
二

遊
鱗
一　

巖
庭
響
二

鳴
鶴
一�

（
卷
第
七
、
山
部
上
、
惣
載
山
）

〇
梁
劉
孝
威
登
二

覆
舟
山
一

望
二

湖
北
一

詩
曰
、
紫
川
通
二

太
液
一 

丹
岑
栽栽
二

少
華
一　

堂
皇
更
隱
映　
松
灌
雜
交
加　

荇
浦
浮
二

新
葉
一　

漁
舟
繞
二
落
花
一　

浴
童
爭
二

淺
岸
一　

漂
女
擇
二

平
沙
一　

極
レ

望
傷
二

春
目
一　

迴
レ

車
歸
二

狹
邪
一�

（
卷
第
二
十
八
、
人
部
、
遊
覽
）

〇
宋
鮑
昭
侍
二

宴
覆
舟
山
一

應
詔
詩
曰
、
繁
霜
飛
二

玉
闥
一　

愛
景
麗
二

皇
州
一

清
蹕
式
二

馳
路
一　

羽
蓋
竚
二

宣
遊
一　

神
居
既
崇
盛　

巖
險
信
周
流　

禮

俗
陶
二

德
聲
一　

昌
會
溢
二

民
謳
一�

（
卷
第
三
十
九
、
禮
部
中
、
燕
會
）

　

第
一
詩
は
鮑
照
が
仕
え
た
天
子
、
孝
武
帝
の
作
で
あ
る
。「
遊
二

覆
舟
山
一

」

と
詩
題
に「
遊
」と
あ
る
こ
と
か
ら
、そ
の
地
が
遊
宴
の
地
で
あ
っ
た
と
分
か
る
（
（1
（　

。

そ
の
地
に
て
君
臣
和
楽
の
祝
宴
が
開
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
第
二
詩
は
、
梁
の
劉

孝
威
の
作
で
あ
る
。「
遊
覽
」
の
部
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
、
や
は
り
覆
舟
山
が

遊
宴
の
地
で
あ
っ
た
と
思
わ
せ
る
。
第
三
詩
は
、
應
詔
詩
と
さ
れ
、
多
少
語
句
に

差
異
は
あ
る
が
、
鮑
照
侍
宴
詩
の
第
二
詩
で
あ
り
、
第
二
詩
の
み
が
掲
載
さ
れ
る

為
、二
詩
は
独
立
性
が
あ
る
と
言
え
る
。
第
二
詩
が
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
る
の
は「
燕

會
」
と
い
う
項
目
に
適
う
為
で
あ
ろ
う
か
。

　

覆
舟
山
の
特
色
は
、『
宋
書
』
よ
り
も
窺
え
る
。『
宋
書
』
に
（
（1
（　

、

北
郊
、
晉
成
帝
世
始
立
、
本
在
二

覆
舟
山
南
一

。
宋
太
祖
以
二

其
地
一

為
二

樂
游
苑
一
、
移
二

於
山
西
北
一

。
後
以
二

其
地
一

為
二

北
湖
一
、
移
二

於
湖
塘

西
北
一

。
其
地
卑
下
泥
濕
、
又
移
二

於
白
石
村
東
一

。
其
地
又
以
為
レ

湖
、

乃
移
二

於
鐘
山
北
京
道
西
一

、
與
二

南
郊
一

相
對
。
後
罷
二

白
石
東
湖
一

、

北
郊
還
二

舊
處
一

。�

（
卷
十
四
、
志
第
四
、
禮
一
）

と
あ
る
。こ
こ
に
見
え
る
北
郊
は
祭
祀
の
場
で
あ
り
、そ
れ
が
覆
舟
山
の
南
に
あ
っ

た
と
こ
ろ
か
ら
覆
舟
山
は
祭
祀
に
関
わ
る
遊
宴
の
地
と
推
測
さ
れ
る
（
（1
（　

。

　

対
す
る
吉
野
は
、『
懐
風
藻
』
掲
載
の
吉
野
詩
等
か
ら
そ
の
地
の
持
つ
特
性
が

二
七
九

『
萬
葉
集
』
柿
本
人
麻
呂
「
吉
野
讃
歌
」
に
お
け
る
漢
籍
の
受
容
　
― 

南
朝
宋
の
鮑
照
「
侍
二
宴
覆
舟
山
一
二
首
」
と
の
比
較
を
通
し
て 

―



推
察
さ
れ
る
。『
懐
風
藻
』
に
あ
る
十
七
首
の
吉
野
の
詩
を
作
者
と
詩
題
の
み
あ

げ
る
と
、

葛
野
王　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
言　

遊
二

龍
門
山
一 

一
首

贈
正
一
位
太
政
大
臣
藤
原
朝
臣
史　

五
言　

遊
二

吉
野
一　

二
首

從
四
位
下
左
中
辨
兼
神
祇
伯
中
臣
朝
臣
人
足　

五
言　

遊
二

吉
野
宮
一　

二
首

大
宰
大
貳
正
四
位
下
紀
朝
臣
男
人　

七
言　

遊
二

吉
野
川
一　

一
首

正
三
位
式
部
卿
藤
原
朝
臣
宇
合　
　

五
言　

遊
二

吉
野
川
一　

一
首

從
三
位
兵
部
卿
兼
左
右
京
大
夫
藤
原
朝
臣
萬
里　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
言　

遊
二

吉
野
川
一　

一
首

從
三
位
中
納
言
丹
墀
眞
人
廣
成　
　

五
言　

遊
二

吉
野
山
一　

一
首

と
「
遊
」
と
い
う
詩
題
を
持
つ
詩
が
あ
り
、吉
野
（
龍
門
山
は
吉
野
に
あ
る
山
名
）

が
覆
舟
山
と
同
じ
く
遊
宴
の
地
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
せ
る
。
ま
た
、

大
伴
王　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
言　

從
二

駕
吉
野
宮
一  

應
詔  

二
首

大
宰
大
貳
正
四
位
下
紀
朝
臣
男
人　

五
言　

扈
二

從
吉
野
宮
一　

一
首

正
五
位
下
圖
書
頭
吉
田
連
宜　
　
　

五
言　

從
二

駕
吉
野
宮
一　

一
首

從
五
位
下
陰
陽
頭
兼
皇
后
宮
亮
大
津
連
首

　
　
　
　
　
　
　
　

 

五
言　

和
下

藤
原
大
政
遊
二

吉
野
川
一

之
作
上　

一
首

從
三
位
中
納
言
丹
墀
眞
人
廣
成　
　

七
言　

吉
野
之
作　

一
首

從
五
位
下
鑄
錢
長
官
高
向
朝
臣
諸
足　

五
言　

從
二

駕
吉
野
宮
一　

一
首

正
五
位
下
中
務
少
輔
葛
井
連
廣
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
言　

奉
レ

和
二

藤
太
政
佳
野
之
作
一　

一
首

と
「
應
詔
」
や
「
従
駕
」
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た
詩
や
「
遊
」
と
題
さ
れ
た
詩
に
和

す
（
答
え
る
）
詩
な
ど
が
あ
り
、
吉
野
が
天
皇
に
従
駕
し
、
勅
命
を
受
け
て
作
詩

さ
れ
る
場
で
あ
っ
た
と
分
か
る
。
そ
の
中
の
二
首
構
成
の
詩
を
挙
げ
る
と
、

31　

藤
原
朝
臣
史　

五
言　

遊
二

吉
野
一　

二
首　

　

飛
レ

文
山
水
地　

命
レ

爵
薛
蘿
中　

漆
姫
控
レ

鶴
擧　

柘
媛
接
レ

魚
通　

煙

光
巖
上
翠　

日
影
寿寿
前
紅　

翻
知
玄
圃
近　

對
翫
入
レ

松
風

32
夏
身
夏
色
古　

秋
津
秋
氣
新　

昔
者
聞
汾
后　

今
之
見
吉
賓　

靈
仙
駕
レ

鶴

去　

星
客
乗
レ

査
逡　

諸
性
倶倶
二

流
水
一　

素
心
開
二

靜
仁
一

45　

中
臣
朝
臣
人
足　

五
言　

遊
二

吉
野
宮
一　

二
首

　

惟
山
且
惟
水　

能
智
亦
能
仁　

萬
代
無
レ

埃
所　

一
朝
逢
レ

柘
民　

風
波
轉

入
レ

曲　

魚
鳥
共
成
レ

倫　

此
地
即
方
丈　

誰
説
桃
源
賓

46
仁
山
狎
二

鳳
閣
一　

智
水
啓
二

龍
樓
一　

花
鳥
堪
二

沈
翫
一　

何
人
不
二

淹
留
一

47　

大
伴
王　

五
言　

從
二

駕
吉
野
宮
一　

應
詔　

二
首

　

欲
レ

尋
二

張
騫
跡
一　

幸
逐
河
源
風　

朝
雲
指
二

南
北
一　

夕
霧
正
二

西
東
一

　

嶺
峻
絲
響
急　

谿
曠
竹
鳴
融　

將
レ

歌
二

造
化
趣
一　

握
レ

素
愧
二

不
工
一

48
山
幽
仁
趣
遠　

川
淨
智
懷
深　

欲
レ

訪
二

神
仙
迹
一　

追
從
吉
野
潯

と
な
る
。
各
詩
中
に
吉
野
を
仙
境
と
見
る
表
現
が
あ
り
、
吉
野
の
地
も
祭
祀
に
関

わ
る
遊
宴
の
地
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。『
日
本
書
紀
』
に
は
（
（1
（　

、

　
　

辛
未
、
天
皇
幸
二

吉
野
宮
一

。
甲
戌
、
天
皇
至
レ

自
二

吉
野
宮
一

。

�

（
巻
第
三
十
、
持
統
天
皇
、
三
年
正
月
）

　
　

甲
申
、
天
皇
幸
二

吉
野
宮
一

。�

（
巻
第
三
十
、
持
統
天
皇
、
三
年
八
月
）

　
　

甲
子
、
天
皇
幸
二

吉
野
宮
一

。�

（
巻
第
三
十
、
持
統
天
皇
、
四
年
二
月
）

等
、
持
統
天
皇
の
在
位
中
、
三
十
一
回
の
吉
野
行
幸
が
記
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
中
、

　
　

四
年
春
正
月
戊
寅
朔
、
…
（
中
略
）
… 

皇
后
即
天
皇
位
。

�

（
巻
第
三
十
、
持
統
天
皇
、
四
年
正
月
）

二
八
〇

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
二
号



と
天
皇
は
持
統
四
年
正
月
に
称
制
を
終
え
て
正
式
に
即
位
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
覆
舟
山
も
吉
野
の
地
も
共
に
「
遊
」
と
題
さ
れ
る
詩
が
詠
ま
れ
、

天
子
や
天
皇
が
行
幸
さ
れ
る
、祭
祀
に
関
わ
る
遊
宴
の
地
と
い
う
共
通
性
が
あ
る
。

　
　

二
―
三　

鮑
照
の
第
一
詩
に
つ
い
て

　
【
第
一
詩
】

息
レ

雨
清
二

上
郊
一　

開
レ

雲
照
二

中
縣
一　

遊
レ

軒
越
二

丹
居
一　

暉
レ

燭

集
二
涼
殿
一　

凌
レ
高
躋
二

飛
楹
一　
追
レ
焱
起
二

流
宴
一　

苑
含
靈
羣　

嵓

庭
藏
物
變　

明
暉
爍
二

神
都
一　

麗
氣
冠
二

華
甸
一　

目
遠
幽
情
周　

醴
洽

深
恩
遍

　

鮑
照
の
第
一
詩
に
あ
る
「
上
郊
」
に
つ
い
て
、『
史
記
』
に
、

其
明
年
、
上
郊
レ

雍
、
通
二

回
中
道
一

、
巡
レ

之
。
春
、
至
二

鳴
澤
一

、
從
二

西
河
一

歸
。�

（
巻
十
二
、
孝
武
帝
本
紀
第
十
二
）

其
明
年
、
上
郊
レ

雍
、
通
二

回
中
道
一

、
巡
レ

之
。
春
、
至
二

鳴
澤
一

、
從
二

西
河
一

歸
。�

（
巻
二
十
八
、
封
禪
書
第
六
）

と
あ
り
、『
漢
書
』
に
、

十
六
年
夏
四
月
、
上
郊
二

祀
五
帝
于
渭
陽
一

。�

（
巻
四
、
文
帝
紀
第
四
）

明
年
、
上
郊
二

雍
五
畤
一

、
通
二

回
中
道
一

、
遂
北
出
二

蕭
關
一

、
歴
二

獨
鹿
、

鳴
澤
一

、
自
二

西
河
一

歸
、
幸
二

河
東
一

祠
二

后
土
一

。　

�

（
巻
二
十
五
下
、
郊
祀
志
第
五
下
）

後
間
歳
正
月
、
上
郊
二

泰
畤
一

、
因
朝
二

單
于
於
甘
泉
宮
一

。

�

（
巻
二
十
五
下
、
郊
祀
志
第
五
下
）

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
用
例
よ
り
、「
上
」
と
は
天
子
を
指
し
、「
上
郊
」
と
は
天
子

の
祭
祀
と
捉
え
ら
れ
る
。
鮑
照
第
一
詩
の
冒
頭
は
、
ま
ず
「
息
レ

雨
清
二

上
郊
一

」

と
、
雨
や
ん
で
上
郊
は
清
ら
か
で
あ
り
、
次
に
「
開
レ

雲
照
二

中
縣
一

」
と
、
雲

を
開
い
て
中
縣
を
照
ら
す
と
詠
む
。
こ
れ
ら
は
そ
の
場
の
状
況
を
表
し
、同
時
に
、

そ
の
中
に
天
子
や
天
子
の
統
治
す
る
地
を
讃
美
す
る
意
が
含
蓄
さ
れ
て
い
る
（
（1
（　

。

　

続
く
「
遊
レ

軒
越
二

丹
居
一

」
の
「
軒
」
と
は
『
説
文
解
字
』
に
（
（2
（　

 

「
軒
、
曲

輈
藩
車
也
」（
十
四
篇
上
、
車
部
）
と
あ
る
よ
う
に
、
曲
が
っ
た
長
柄
の
、
覆
い

の
あ
る
車
の
意
で
、「
遊
」
と
あ
る
の
で
、
そ
の
車
に
乗
っ
て
「
丹
居
」
を
後
に

し
て
巡
り
楽
し
む
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
（
（2
（　

。
そ
の
よ
う
な
活
動
が
で
き
る
の
は

明
る
い
時
で
あ
り
、
こ
れ
は
朝
（
或
い
は
昼
）
の
臣
下
の
様
子
を
詠
ん
だ
も
の
と

捉
え
ら
れ
る
。
対
す
る
「
暉
レ

燭
集
二

涼
殿
一

」
の
「
燭
」
は
火
を
言
い
、
そ
の

火
が
「
暉
」（
か
が
や
く
）
中
で
「
集
」（
つ
ど
う
）
と
は
、
暗
く
な
り
、
夕
（
或
い

は
夜
）に
集
ま
っ
て
楽
し
む
臣
下
の
姿
を
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。「
涼
殿
」は
、

『
樂
府
詩
集
』
に
（
（2
（　

、

　
　

赫
赫
盛
陽
月　

無
レ

儂
不
レ

握
レ

扇　

窈
窕
瑤
臺
女　

冶
遊
戲
二

涼
殿
一

（
巻
四
十
四
、「
子
夜
四
時
歌
七
十
五
首
」
晉
宋
齊
辞
、
夏
歌
二
十
首
、
第
十
六
首
）

と
あ
り
、
こ
れ
は
夏
の
詩
で
あ
る
。
だ
が
、『
文
選
』
に
は
、

　
　

星
火
既
夕　

忽
焉
素
秋　

涼
風
振
レ

落　

熠
燿
宵
流

�

（
巻
第
十
九
、
晉
、
張
華
「
勵
レ

志
一
首
」）

と
「
涼
風
」
が
あ
り
、『
禮
記
』
に
（
（2
（　

、

孟
秋
之
月
、
日
在
レ

翼
。
昏
建
星
中
、
旦
畢
中
。
…
（
中
略
）
… 

涼
風
至
、

白
露
降
、
寒
蟬
鳴
、
鷹
乃
祭
レ

鳥
、
用
始
行
レ

戮
。 （
巻
第
六
、
月
令
第
六
）

と
「
孟
秋
之
月
…
涼
風
至
」
と
あ
っ
て
、「
涼
風
」
は
秋
風
を
意
味
す
る
。
ま
た
、

二
八
一

『
萬
葉
集
』
柿
本
人
麻
呂
「
吉
野
讃
歌
」
に
お
け
る
漢
籍
の
受
容
　
― 

南
朝
宋
の
鮑
照
「
侍
二
宴
覆
舟
山
一
二
首
」
と
の
比
較
を
通
し
て 

―



『
晉
書
』
に
は
、

二
序
啟
矣
、
而
五
時
之
坐
開
、
四
隅
陳
設
、
而
一
御
之
位
建
。
溫
宮
膠
葛
、

涼
殿
崢
嶸
、
絡
以
二

隋
珠
一

、
綷
以
二

金
鏡
一

、
雖
三

曦
望
互
升
二

於
表
一

、

而
中
無
二

晝
夜
之
殊
一

、
陰
陽
迭
更
二

於
外
一

、
而
内
無
二

寒
暑
之
別
一

。 

�

（
卷
一
百
三
十
、
載
記
第
三
十
、
赫
連
勃
勃
）

と
「
涼
殿
」
が
「
温
宮
」
と
対
比
的
に
用
い
ら
れ
る
。「
温
」
と
「
涼
」
と
は
、

『
文
選
』
収
載
の
鮑
照
の
詩
「
東
武
吟
」
に
も
、

密
塗
亘
二

萬
里
一　

寧
歲
猶
七
奔　

肌
力
盡
二

鞍
甲
一　

心
思
歴
二

涼
温
一

�

（
巻
第
二
十
八
、
南
朝
宋
、
鮑
照
「
樂
府
八
首
」
第
一
首
）

と
あ
り
、
こ
の
「
涼
温
」
は
寒
暖
を
表
し
、
秋
と
春
の
こ
と
と
さ
れ
る
。「
涼
温
」

が
秋
と
春
と
を
指
す
こ
と
は
、『
春
秋
左
傳
正
義
』
の
、

六
氣
曰
二

陰
、
陽
、
風
、
雨
、
晦
、
明
一

也
、
分
為
二

四
時
一

、
序
為
二

五

節
一

…
（
中
略
）
… 

正
義
曰
、六
氣
並
行
、無
二

時
止
息
一

、但
氣
有
二

溫
、暑
、

涼
、
寒
一

、
分
為
二

四
時
一

、
春
、
夏
、
秋
、
冬
也
。（
卷
第
四
十
一
、
昭
公
）

と
い
う
解
釈
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
本
来
、「
涼
」
は
秋
を
指
し
、「
寒
」
ほ
ど

で
は
な
い
、
緩
や
か
な
「
寒
さ
」
を
言
う
と
理
解
さ
れ
る
。
一
方
、「
涼
殿
」
は

夏
の
詩
の
中
に
も
用
い
ら
れ
る
（
（2
（　

。
故
に
、「
涼
殿
」
と
は
、
季
節
に
拘
わ
ら
ず
、

涼
し
い
建
物
の
意
と
捉
え
た
い
。
す
な
わ
ち
、
鮑
照
第
一
詩
の
こ
の
部
分
に
は
、

朝
（
昼
）
と
夕
（
夜
）
の
天
子
に
奉
仕
す
る
臣
下
の
姿
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

　

次
に
、「
飛
楹
」
に
つ
い
て
、「
飛
」
が
建
物
に
冠
せ
ら
れ
る
例
は
、『
文
選
』
に
、

排
二

飛
闥
一

而
上
出
、
若
レ

遊
二

目
於
天
表
一

、
似
二

無
レ

依
而
洋
洋
一

。

�

（
巻
第
一
、
後
漢
、
班
固
「
西
都
賦
」）

其
內
則
含
徳
章
臺
、
天
祿
宣
明
、
溫
飭
迎
春
、
壽
安
永
寧
。
飛
閣
神
行
、
莫
二

我
能
形
一

。（
李
善
注
）
言
閣
道
相
通
、
不
レ

在
二

於
地
一

、
故
曰
レ

飛
。

�

（
巻
第
三
、
後
漢
、
張
衡
「
東
京
賦
」）

と
高
所
に
あ
る
意
で
用
い
ら
れ
る
。「
楹
」
は
同
じ
く
『
文
選
』
に
、

雕
二

玉
瑱
一

以
居
レ

楹
、
裁
二

金
璧
一

以
飾
レ

璫
。（
李
善
注
）
言
彫
二

刻
玉

礩
一

、
以
居
二

楹
柱
一

也
。
…
（
中
略
）
…
說
文
曰
、
楹
、
柱
也
。

�

（
巻
第
一
、
後
漢
、
班
固
「
西
都
賦
」）

と
あ
り
、
李
善
注
が
述
べ
る
よ
う
に
、『
説
文
解
字
』
に
「
楹
、
柱
也
」（
六
篇
上
、

木
部
）
と
あ
る
。「
飛
楹
」
と
は
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
柱
を
言
お
う
。

　

続
く
、「
焱
」
は
「
ほ
の
お
」
の
こ
と
で
、「
焱
」
を
（
目
で
）
追
い
つ
つ
「
流
宴
」

を
始
め
る
の
で
あ
る
（
（2
（　

。
そ
の
盛
ん
な
宴
会
の
周
辺
で
、「

苑
」（
駒
よ
け
で

囲
ま
れ
た
苑
）
に
は
「
含
靈
」
が
群
れ
と
な
り
、「
嵓
庭
」（
岩
の
あ
る
庭
）
に
は

「
藏
物
」
が
移
り
変
わ
る
（
（2
（　

。「
明
暉
」（
明
る
い
輝
き
）
が
「
神
都
」
を
光
ら
せ
、

「
麗
氣
」（
麗
し
い
気
配
）
が
「
華
甸
」
に
立
ち
こ
め
る
（
（2
（　

。

「
幽
情
」
は
、『
文
選
』
に
、

丘
去
レ

魯
而
顧
歎
、
季
過
レ

沛
而
涕
零
。
伊
故
鄉
之
可
レ

懷
、
疚
二

聖
達
之

幽
情
一

。
矧
匹
夫
之
安
レ

土
、
邈
投
二

身
於
鎬
京
一

。

（
巻
第
十
、
晉
、
潘
岳
「
西
征
賦
」）

と
聖
人
・
達
人
の
深
い
心
を
指
し
て
詠
む
例
が
あ
り
、
こ
の
鮑
照
第
一
詩
で
も
天

子
の
深
い
御
心
を
指
そ
う
。
そ
の
天
子
の
深
い
御
心
は
、「
目
遠
」、「
周
あ
ま
ね
し」

と
、

遠
く
至
る
所
に
ま
で
行
き
届
く
と
詠
ま
れ
る
。「
深
恩
」
も
、『
後
漢
書
』
に
、

遠
夷
慕
レ

德
歌
詩
曰
、
…
（
中
略
）
… 

聖
德
深
恩　

與
二

人
富
厚
一　

冬

多
二

霜
雪
一　

夏
多
二

和
雨
一　

寒
溫
時
適　

部
人
多
有　

渉
レ

危
歴
レ

險　

不
レ

遠
二

萬
里
一　

去
レ

俗
歸
レ

德　

心
歸
二

慈
母
一

二
八
二

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
二
号



（
巻
八
十
六
、
南
蠻
西
南
夷
傳
第
七
十
六
、
西
南
夷
）

と
天
子
の
徳
を
い
う
場
面
に
現
れ
、
鮑
照
第
一
詩
に
お
い
て
も
天
子
の
深
い
恩
徳

を
指
す
で
あ
ろ
う
。「
醴
洽う
る
ほ
ひ」

と
酒
が
溢
れ
る
様
が
詠
ま
れ
（
（2
（　

、
こ
れ
は
宴
会
の

様
子
を
表
す
近
景
で
あ
り
、
そ
の
中
で
天
子
の
深
い
恩
徳
は
す
べ
て
に
行
き
渡
る

と
、
宴
会
の
様
子
を
述
べ
つ
つ
、
天
子
を
賞
讃
す
る
。

　
　

二
―
四　

鮑
照
の
第
二
詩
に
つ
い
て

 【
第
二
詩
】

繁
霜
飛
二

玉
闥
一　

愛
景
麗
二

皇
州
一　

清
蹕
戒
二

馳
路
一　

羽
蓋
佇
二

宣

遊
一 

神
居
既
崇
盛　

嵓
嶮
信
環
周　

禮
俗
陶
二

德
聲
一 

昌
會
溢
二

民
謳
一　

慙
下

無
二

勝
レ

化
質
一　

謬
從
中

雲
雨
浮
上

　

鮑
照
第
二
詩
の
冒
頭
は
、「
繁
霜
飛
二

玉
闥
一

」
と
激
し
い
霜
の
舞
う
景
か
ら

歌
い
出
さ
れ
、
突
然
具
体
的
な
景
か
ら
始
ま
る
た
め
に
、
こ
れ
を
単
独
の
詩
と
考

え
る
と
唐
突
の
感
が
あ
る
。こ
れ
は
第
一
詩
を
承
け
て
の
表
現
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
一
詩
の
最
後
に
は
、「
幽
情
周
」、「
深
恩
遍
」
と
天
子
の
深
い
恩
徳
が
遠
近
に

あ
ま
ね
く
行
き
渡
る
と
詠
ま
れ
、
そ
の
表
現
を
承
け
て
第
二
詩
の
冒
頭
は
景
に
託

し
て
天
子
を
賞
讃
す
る
の
で
は
な
い
か
。

「
繁
霜
」
に
つ
い
て
は
、『
毛
詩
』
小
雅
、
節
南
山
、「
正
月
」
の
詩
に
、

正
月
繁
霜　

我
心
憂
傷　

民
之
訛
言　

亦
孔
之
將　

念
我
獨
兮　

憂
心
京
京

哀
我
小
心　

癙
憂
以
痒

と
「
正
月
繁
霜
」
と
あ
り
、毛
傳
は
「
正
月
、夏
之
四
月
。
繁
、多
也
」、鄭
箋
は
「
夏

之
四
月
、
建
巳
之
月
、
純
陽
用
レ

事
而
霜
多
、
急
恒
寒
若
之
異
、
傷
二

害
萬
物
一

、

故
心
為
レ

之
憂
傷
。」
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
、「
正
月
」
と
は
夏
の
四
月
で
、
そ
の

よ
う
な
季
節
外
れ
に
降
る
多
く
の
霜
は
萬
物
に
障
害
を
齎
し
、
そ
の
為
、
心
が

憂
い
傷
む
と
い
う
の
で
あ
る
。『
毛
詩
正
義
』
は
「
時
大
夫
賢
者
、
覩
二

天
災
一

以
傷
二

政
教
一

、
故
言
正
陽
之
月
而
有
二

繁
多
之
霜
一

、
是
由
二

王
急
酷
之
異
一

、

…
（
中
略
）
…
故
我
心
為
レ

之
憂
傷
也
。」（
巻
第
十
二
）
と
、
こ
れ
を
政
治
の
乱

れ
を
比
喩
す
る
故
の
歎
き
と
解
釈
す
る
。
そ
し
て
、そ
の
表
現
は
『
漢
書
』
や
『
後

漢
書
』
に
次
の
よ
う
に
引
用
さ
れ
る
。

〇
『
漢
書
』

霜
降
失
レ

節
、
不
レ

以
二

其
時
一

、
其
詩
曰
、
正
月
繁
霜
、
我
心
憂
傷
、
民

之
訛
言
、
亦
孔
之
將
。
言
民
以
レ

是
為
レ

非
、
甚
衆
大
也
。
此
皆
不
和
、
賢

不
肖
易
位
之
所
レ

致
也
。�

（
巻
三
十
六
、
楚
元
王
傳
第
六
）

〇
『
後
漢
書
』

今
年
正
月
繁
霜
、
自
レ

爾
以
來
、
率
多
二

寒
日
一
、
此
亦
急
咎
之
罰
。
天
於
二

賢
聖
之
君
一

、猶
三

慈
父
之
於
二

孝
子
一

也
。
丁
寧
申
戒
、欲
二

其
反
一
レ

政
、

故
灾
變
仍
見
、
此
乃
國
之
福
也
。

�

（
卷
三
十
六
、
鄭
范
陳
賈
張
列
傳
第
二
十
六
、
鄭
興
）

　

こ
れ
ら
も
時
期
に
適
わ
ぬ
繁
霜
を
政
治
の
乱
れ
の
現
れ
と
す
る
。
だ
が
、
三
例

の
中
で
よ
り
時
代
の
新
し
い
『
後
漢
書
』
に
は
、「
故
灾
變
仍
見
、此
乃
國
之
福
也
」

と
、（
政
を
正
す
為
に
）
災
変
が
現
れ
る
の
は
国
に
と
っ
て
幸
い
で
あ
る
と
い
う

肯
定
的
な
見
方
も
示
さ
れ
る
。
ま
た
、『
宋
書
』
は
、「
繁
霜
」
に
つ
い
て
（
（2
（　

、

碣
石  
歩
出
夏
門
行　

武
帝
詞
（
第
二
解
）

孟
冬
十
月　

北
風
裴
回　

天
氣
肅
清　

繁
霜
霏
霏　

鵾
雞
晨
鳴　

鴻
雁
南
飛

鷙
鳥
潛
藏　

熊
羆
窟
棲　

錢
鎛
停
置　

農
收
二

積
場
一 

逆
旅
整
設　

以
通
二

二
八
三

『
萬
葉
集
』
柿
本
人
麻
呂
「
吉
野
讃
歌
」
に
お
け
る
漢
籍
の
受
容
　
― 

南
朝
宋
の
鮑
照
「
侍
二
宴
覆
舟
山
一
二
首
」
と
の
比
較
を
通
し
て 

―



賈
商
一　

幸
甚
至
哉　

歌
以
詠
レ

志　

冬
十
月 

�

（
卷
二
十
一
、
志
第
十
一
、
樂
三
）

と
魏
の
武
帝
曹
操
の
詞
の
中
の
言
葉
と
し
て
「
孟
冬
十
月
…
（
中
略
）
…
繁
霜
霏

霏
」
と
詠
み
、
そ
れ
は
「
幸
甚
至
哉 

歌
以
詠
レ

志
」
と
結
ば
れ
る
。
時
期
に
適

っ
て
激
し
く
降
る
霜
は
幸
運
の
証
で
あ
り
、
ま
た
、
曹
操
の
心
の
象
徴
で
も
あ
っ

て
、
戦
い
に
勝
利
し
た
後
の
、
激
し
く
奮
い
立
つ
曹
操
の
心
を
景
に
託
し
て
表
現

し
て
い
よ
う
。
さ
ら
に
、『
隋
書
』
に
は
、
隋
の
煬
帝
の
言
葉
と
し
て
、

下
レ

詔
曰
、
天
地
大
德
、
降
二

繁
霜
於
秋
令
一

、
聖
哲
至
仁
、
著
二

甲
兵
於

刑
典
一

。
故
知
造
化
之
有
二

肅
殺
一

、義
在
レ

無
レ

私
。
帝
王
之
用
二

干
戈
一

、

蓋
非
レ

獲
レ

已
。�
（
卷
四
、
帝
紀
第
四
、
煬
帝
下
）

と
天
地
の
大
い
な
る
徳
は
秋
に
多
く
の
霜
を
降
ら
す
と
あ
る
。
つ
ま
り
、「
繁
霜
」

が
政
治
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
、
典
拠
と
な
る
『
毛
詩
』
に
お
い
て
は
為
政

者
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
時
代
が
移
る
に
つ
れ
て
、
時
期
に
適
う

「
繁
霜
」
は
帝
徳
を
賞
讃
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

鮑
照
詩
は
魏
の
武
帝
詞
と
隋
の
煬
帝
の
言
葉
と
の
間
に
あ
た
る
時
代
の
制
作
と
考

え
ら
れ
、
そ
の
「
繁
霜
」
の
表
現
も
、
景
を
詠
み
つ
つ
、
帝
徳
を
賞
讃
す
る
も
の

と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
愛
景
」
は
穏
や
か
な
光
と
捉
え

ら
れ
（
（3
（　

、「
皇
州
」
と
は
天
子
の
都
を
指
そ
う
。
穏
や
か
な
光
が
「
皇
州
」
に
「
麗
」

（
美
し
く
輝
く
）と
詠
む
の
も
天
子
の
帝
徳
を
讃
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
（
（3
（　

。こ
の「
愛

景
」
を
春
の
景
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。「
愛
景
」
は
「
曖
景
」
で
あ
り
（
（3
（　

、

『
文
選
』
に
あ
る
「
曖
」
に
つ
い
て
、

曖
有
二

餘
暉
一

、遙
然
留
レ

想
。（
李
善
注
）曖
、溫
貌
。
莊
子
曰
、曖
然
似
レ

春
、

遙
然
流
レ

想
、
所
レ

慮
者
深
矣
。

�

（
巻
第
五
十
八
、
南
齊
、
王
儉
「
褚
淵
碑
文
」
一
首
）

と
、
李
善
注
が
荘
子
を
引
い
て
「
似
レ

春
」（
春
に
似
た
り
）
と
解
す
る
故
に
、

「
愛
景
」は
春
の
景
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。そ
し
て
、「
繁
霜
」と
対
に
な
り
、「
繁

霜
～
愛
景
～
」
と
対
比
さ
せ
て
、
秋
か
ら
春
と
い
う
季
節
の
推
移
を
表
し
、
そ
の

中
に
天
子
の
威
徳
を
含
蓄
す
る
表
現
と
し
て
成
立
す
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
す

れ
ば
、
こ
こ
に
「
秋
～
春
～
」
と
い
う
季
節
の
推
移
を
表
し
つ
つ
、
帝
徳
賞
讃
の

意
を
包
含
す
る
詩
句
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　

続
く
「
清
蹕
」
は
、『
文
選
』
に
、

帝
暉
膺
二

順
動
一　

清
蹕
巡
二

廣
廛
一
（
李
善
注
）
…
漢
儀
注
曰
、皇
帝
輦
動
、

出
則
傳
レ

蹕
、
止
レ

人
清
レ

道
。

　
　
　

  　
（
巻
第
二
十
二
、
南
朝
宋
、
顏
延
之
「
應
詔
觀
二

北
湖
田
收
一

一
首
」）

と
あ
る
よ
う
に
、
天
子
の
行
く
道
を
清
め
る
先
払
い
で
あ
る
。
先
述
の
契
沖
等
の

挙
げ
る
『
文
選
』
の
顏
延
年
（
延
之
）
の
詩
に
も
、

山
祇
蹕
二

嶠
路
一　

水
若
警
二

滄
流
一

（
李
善
注
）
山
祇
、
山
神
也
。

（
巻
第
二
十
二
、
南
朝
宋
、
顏
延
之
「
車
駕
幸
二

京
口
一

三
月
三
日
侍
二
遊
曲

阿
後
湖
一

作
一
首
）

と
、
山
祇
が
天
子
の
先
払
い
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。「
馳
路
」
は
天
子
の
行
く

道
で
（
（3
（　

、「
清
蹕
戒
二

馳
路
一

」
と
は
、「
清
蹕
」
が
天
子
の
行
く
道
の
先
に
立
ち
、

清
め
る
と
い
う
意
で
あ
る
。
そ
の
為
、「
羽
蓋
」
は
『
文
選
』
に
、

羽
蓋
威
蕤　

葩
瑵
曲
莖
（
李
善
注
）
羽
蓋
、
以
二

翠
羽
一

覆
レ

車
蓋
也
。

�

（
巻
第
三
、
後
漢
、
張
衡
「
東
京
賦
」）

と
あ
る
よ
り
、
翡
翠
の
羽
で
作
っ
た
車
覆
い
と
解
さ
れ
る
が
、
鮑
照
第
二
詩
の
場

合
、
そ
の
車
に
乗
る
の
は
「
清
蹕
」
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
天
子
以
外
に
考
え
ら
れ

二
八
四
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な
い
。「
宣
遊
」
は
、『
文
選
』
に
も
、

春
江
壯
二

風
濤
一　
蘭
野
茂
二

稊
英
一　
宣
遊
弘
二

下
濟
一　

窮
レ

遠
凝
二

聖
情
一

（
巻
第
二
十
二
、南
朝
宋
、顏
延
之
「
車
駕
幸
二

京
口
一

侍
二
遊
蒜
山
一

作
一
首
）

と
天
子
の
行
幸
を
い
う
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、「
羽
蓋
佇
二

宣
遊
一

」

と
は
、
天
子
が
「
羽
蓋
」
の
あ
る
車
に
乗
っ
て
巡
り
、
し
ば
ら
く
佇
む
意
と
捉
え

ら
れ
る
（
（3
（　

。
こ
の
天
子
の
巡
る
姿
は
、
第
一
詩
の
「
遊
レ

軒
越
二

丹
居
一

」
と
対

応
す
る
で
あ
ろ
う
。
対
応
し
つ
つ
、
第
一
詩
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
第
二
詩
が

天
子
の
姿
を
描
い
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

そ
の
「
神
居
」
は
既
に
尊
く
盛
ん
な
様
子
で
、「
嵓
嶮
」
が
し
っ
か
り
と
周
囲

を
取
り
囲
む
（
（3
（　

。
そ
の
よ
う
な
険
固
な
地
に
守
ら
れ
、「
禮
俗
陶
二

德
聲
一　

昌

會
溢
二

民
謳
一

」
と
、「
禮
俗
」（
人
々
の
集
ま
り
）
は
天
子
の
徳
を
よ
ろ
こ
び
（
（3
（　

、

「
昌
會
」（
盛
会
）
は
、「
民
謳
」（
人
々
の
斉
歌
）
に
溢
れ
る
の
で
あ
る
（
（3
（　

。

　

第
一
詩
と
第
二
詩
と
を
比
較
す
る
と
、
冒
頭
は
第
一
詩
に
「
息
レ

雨
清
二

上
郊
一

開
レ

雲
照
二

中
縣
一

」
と
あ
り
、
第
二
詩
に
「
繁
霜
飛
二

玉
闥
一　

愛
景
麗
二

皇

州
一

」
と
あ
っ
て
、
共
に
天
子
を
賞
讃
し
、
対
応
す
る
機
能
を
持
と
う
。
一
方
で
、

や
は
り
第
二
詩
の
冒
頭
は
、第
一
詩
の
末
尾
を
承
け
て
い
よ
う
。
第
一
詩
末
の「
神

都
」
と
第
二
詩
初
め
の
「
皇
州
」
と
は
共
に
帝
都
を
言
い
、ま
た
第
一
詩
末
の
「
麗

氣
冠
二

華
甸
一

」
の
「
麗
」
の
文
字
表
現
は
、第
二
詩
初
め
に
「
愛
景
麗
二

皇
州
一

」

と
現
れ
、
共
に
都
の
美
し
い
気
配
を
述
べ
て
、
第
一
詩
と
第
二
詩
と
を
繋
い
で
い

よ
う
。
さ
ら
に
第
二
詩
で
は
天
子
の
姿
が
詠
ま
れ
、
こ
れ
は
、
第
一
詩
が
臣
下
の

姿
を
詠
む
の
に
対
応
し
つ
つ
、
侍
宴
詩
に
お
い
て
は
核
心
に
迫
る
も
の
で
あ
り
、

第
一
詩
が
天
子
の
徳
を
讃
え
て
遠
近
に
及
ぶ
様
を
詠
み
終
了
す
る
の
に
対
し
、
第

二
詩
で
は
そ
の
徳
を
承
け
讃
え
る
人
々
を
登
場
さ
せ
、「
禮
俗
」
は
天
子
の
徳
を

よ
ろ
こ
び
、「
昌
會
」
は
天
子
を
讃
え
る
歌
に
あ
ふ
れ
る
と
描
か
れ
る
等
、
第
一

詩
を
展
開
、
発
展
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
藝
文
類
聚
』
に
第
二
詩
の
み

単
独
に
て
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
二
首
構
成
の
鮑
照
詩
が
対
応
と
展
開

と
い
う
構
造
を
持
つ
連
作
の
詩
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
　

三　

人
麻
呂
「
吉
野
讃
歌
」
と
鮑
照
詩
と
の
比
較

　

ま
ず
、「
吉
野
讃
歌
」
の
冒
頭
は
、
第
一
長
歌
に
、

八や

隅す
み

知し

之し　

吾わ
が

大お
ほ

王き
み

之の　

所き
こ

聞し

食を
す　

天
あ
め
の

下し
た

尓に　

國く
に

者は

思し

毛も　

澤さ
は

二に

雖あ
れ

有ど
も　

山や
ま

川か
は

之の　

清
き
よ
き

河か
ふ

内ち

跡と　

御み

心こ
こ
ろ

乎を　

吉よ
し

野の

乃の

國く
に

之の　

花は
な

散ぢ
ら

相ふ　

秋あ
き

津つ

乃の

野の

邊へ

尓に

　

第
二
長
歌
に
、

安や
す

見み

知し

之し　

吾わ
が

大お
ほ

王き
み　

神か
む

長な
が

柄ら　

神か
む

佐さ

備び

世せ

須す

登と　

芳よ
し

野の

川が
は　

多た

藝ぎ

津つ

河か
ふ

内ち

尓に

と
あ
る
。
共
に
「
や
す
み
し
し
」
で
始
ま
り
（
（3
（　

、
場
所
を
提
示
す
る
こ
の
冒
頭
が

天
皇
賞
讃
の
意
を
持
ち
対
応
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
第
二
長
歌
の
冒
頭
が

簡
潔
な
の
は
、
第
一
長
歌
を
踏
ま
え
て
い
る
為
で
あ
る
（
（3
（　

。
一
方
、
第
一
長
歌
末

尾
の
表
現
が
第
二
長
歌
冒
頭
の
「
芳よ
し

野の

川が
は　

多た

藝ぎ

津つ

河か
ふ

内ち

尓に　

高た
か

殿ど
の

乎を　

高た
か

知し
り

座ま
し

而て

」
以
下
に
対
応
、
接
続
し
て
以
下
の
叙
述
が
導
か
れ
て
い
く
と
い
う
展
開
の
関

係
も
あ
る
（
（4
（　

。
先
述
し
た
よ
う
に
、
鮑
照
詩
の
冒
頭
も
、

息
レ

雨
清
二

上
郊
一　

開
レ

雲
照
二

中
縣
一　
（
第
一
詩
）

繁
霜
飛
二

玉
闥
一　

愛
景
麗
二

皇
州
一　

     （
第
二
詩
）

と
、
共
に
天
子
を
賞
讃
す
る
と
い
う
対
応
が
見
ら
れ
、
一
方
、
第
二
詩
は
、
冒
頭

に
第
一
詩
の
末
尾
に
あ
る
天
子
の
御
心
の
あ
ま
ね
く
行
き
渡
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

そ
れ
を
承
け
て
、
天
子
賞
讃
を
景
に
託
し
て
表
現
し
、
さ
ら
に
天
子
の
姿
を
描
く

二
八
五

『
萬
葉
集
』
柿
本
人
麻
呂
「
吉
野
讃
歌
」
に
お
け
る
漢
籍
の
受
容
　
― 

南
朝
宋
の
鮑
照
「
侍
二
宴
覆
舟
山
一
二
首
」
と
の
比
較
を
通
し
て 

―



等
、そ
の
叙
述
を
展
開
さ
せ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
、「
吉
野
讃
歌
」
二
歌
群
に
も
、

鮑
照
詩
二
首
に
も
、
対
応
と
展
開
と
い
う
構
造
が
見
ら
れ
る
。

　

次
に
、
第
一
長
歌
と
第
一
詩
と
を
比
較
す
る
と
、「
吉
野
讃
歌
」
第
一
長
歌
に
、

「
宮み

や

柱ば
し
ら

　

太ふ
と

敷し
き

座ま
せ

波ば

」
と
い
う
表
現
が
あ
り
、「
宮み
や

柱ば
し
ら」

と
い
う
柱
が
歌
わ
れ
る
。

「
太ふ
と

敷し
き

座ま
せ

波ば

」
と
は
「
太
く
し
っ
か
り
と
立
て
た
」
と
い
う
意
で
あ
り
、
そ
の
よ

う
に
歌
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
王
権
の
偉
大
さ
、
強
靱
さ
が
詠
ま
れ
て
い
る
（
（4
（　

。
一

方
、
鮑
照
第
一
詩
に
も
「
凌
レ

高
躋
二

飛
楹
一

」
と
あ
る
。「
飛
楹
」
は
高
所
に

あ
る
柱
で
あ
り
、こ
れ
も
柱
と
そ
の
高
さ
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
王
権
の
崇
高
さ
、

偉
大
さ
を
暗
示
し
て
お
ろ
う
。

　

ま
た
、「
吉
野
讃
歌
」
第
一
長
歌
は
「
百も
も

磯し

城き

乃の　

大お
ほ

宮み
や

人ひ
と

者は　

船ふ
ね

並な
め

弖て　

旦あ
さ

川か
は

渡わ
た
り

　

舟ふ
な

競ぎ
ほ
ひ

　

夕ゆ
ふ

河か
は

渡わ
た
る」

と
、「
朝
～
夕
～
」
の
表
現
を
用
い
て
天
皇
に
奉
仕
す

る
大
宮
人
の
姿
を
描
き
、
鮑
照
第
一
詩
も
「
遊
レ

軒
越
二

丹
居
一　

暉
レ

燭
集
二

涼
殿
一

」
と
、「
朝
（
昼
）
～
夕
（
夜
）
～
」
に
天
子
に
奉
仕
す
る
臣
下
の
姿
を

描
く
。
身
﨑
壽
氏
が
こ
の
「
吉
野
讃
歌
」
の
大
宮
人
の
姿
に
対
し
て
、

御
心
を　

吉
野
の
国
の　

花
散
ら
ふ　

秋
津
の
野
辺
に　

宮
柱　

太
敷
き
ま

せ
ば 

と
い
う
、
天
皇
自
身
の
も
の
と
し
て
え
が
か
れ
る
行
動
と
呼
応
す
る

か
の
よ
う
に
、
対
比
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
…
（
中
略
）
…
い
わ
ゆ
る
「
君

臣
和
楽
」
の
構
図
が
意
図
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
述
べ
ら
れ
る
点
に
も
注
視
し
た
い
（
（4
（　

。鮑
照
詩
に
も
臣
下
の
姿
を
描
く
前
に「
上

郊
」
が
あ
り
、
こ
の
「
上
郊
」
を
天
子
の
祭
祀
の
姿
と
考
え
る
と
、
同
じ
構
図
が

あ
る
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
第
二
長
歌
と
第
二
詩
と
を
比
較
す
る
と
、「
吉
野
讃
歌
」
第
二
長
歌

に
は
「
上
の
ぼ
り

立た
ち　

國く
に

見み

乎を

為せ

勢せ

婆ば

」
と
歌
の
前
半
部
に
登
り
立
つ
天
皇
の
姿
が
描
か

れ
、
鮑
照
第
二
詩
に
も
「
羽
蓋
佇
二

宣
遊
一

」
と
詩
の
前
半
部
に
車
に
乗
っ
て
巡

り
、
佇
む
天
子
の
姿
が
描
か
れ
る
。
そ
の
描
写
も
「
上
の
ぼ
り

立た
ち

」、「
佇
」（
毛
傳
「
佇

立
、久
立
也
」）
と
、共
に
「
立
」
と
関
わ
り
表
現
さ
れ
る
と
い
う
類
似
性
が
あ
る
。

ま
た
、「
吉
野
讃
歌
」
第
二
長
歌
に
は
、
山や
ま

神つ
み

が
天
皇
に
奉
仕
す
る
姿
が
「
春は
る

部へ

者に
は　

花は
な

挿か
ざ

頭し

持も
ち　

秋あ
き

立た
て

者ば　

黄も
み

葉ち

頭か
ざ

刺せ

理り

」
と
、「
春
～
秋
～
」
の
表
現
に
て
描

か
れ
、
鮑
照
第
二
詩
に
も
「
繁
霜
飛
二

玉
闥
一　

愛
景
麗
二

皇
州
一

」
と
、「
秋
～

春
～
」
の
表
現
に
て
季
節
の
推
移
が
描
か
れ
、
そ
こ
に
天
子
の
威
徳
が
含
蓄
さ

れ
る
。
そ
の
上
、
第
二
長
歌
に
は
「
山や
ま

川か
は

母も　

依よ
り

弖て

奉つ
か
ふ

流る

」
と
、「
山や
ま

神つ
み

・
川か
は

之の

神か
み

」
の
天
皇
に
奉
仕
す
る
姿
が
、鮑
照
詩
に
は
「
清
蹕
戒
二

馳
路
一

」
と
、「
清
蹕
」

の
天
子
に
奉
仕
す
る
姿
が
描
か
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
共
に
天
皇
・
天
子
に
奉
仕

す
る
も
の
が
詠
ま
れ
て
い
る
（
（4
（　

。

 　
　

四　

鮑
照
詩
の
詠
ま
れ
た
時
期

　

鮑
照
詩
に
は
詩
題
に
続
い
て
「
勅
為
二

柳
元
景
一

作
」
と
あ
り
、
鮑
照
が
柳
元

景
に
成
り
代
わ
っ
て
侍
宴
詩
を
制
作
し
た
と
分
か
る
。
そ
し
て
、
そ
の
言
葉
が
鮑

照
詩
の
詠
ま
れ
た
時
期
を
推
測
さ
せ
る
。『
宋
書
』
柳
元
景
傳
に
、

元
景
潛
至
二

新
亭
一

、
依
レ

山
建
レ

壘
、
東
西
據
レ

險
。
…
（
中
略
）
…
上

至
二

新
亭
一

即
位
、
以
二

元
景
一

為
二

侍
中
、
領
左
衛
將
軍
一

。

�

（
巻
七
十
七
、
列
傳
第
三
十
七
）

と
あ
る
。
孝
武
帝
政
権
は
簒
奪
政
権
で
あ
り
、
孝
武
帝
に
味
方
し
た
柳
元
景
が
前

鋒
と
し
て
新
亭
に
入
っ
て
戦
い
に
勝
利
し
、
孝
武
帝
が
新
亭
に
て
即
位
す
る
。
新

亭
と
は
当
時
の
都
で
あ
っ
た
建
康
の
中
に
あ
る
駅
亭
で
あ
る
。
そ
の
記
事
は
『
宋

書
』
孝
武
帝
紀
に
も
あ
り
、
さ
ら
に
孝
武
帝
紀
に
よ
る
と
、
そ
の
後
、
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孝
建
元
年
春
正
月
己
亥
朔
、車
駕
親
祠
二

南
郊
一

、改
元
、大
赦
天
下
。
…
（
中

略
）
…
二
月
庚
午
、
豫
州
刺
史
魯
爽
、
車
騎
將
軍
江
州
刺
史
臧
質
、
丞
相
荊

州
刺
史
南
郡
王
義
宣
、
兗
州
刺
史
徐
遺
寶
舉
レ

兵
反
。 （
巻
六
、
本
紀
第
六
）

と
そ
の
翌
年
、孝
武
帝
は
南
郊
に
て
祭
祀
を
行
い
、そ
の
後
に
ま
た
反
乱
が
起
こ
っ

て
柳
元
景
は
そ
の
鎮
圧
の
た
め
に
建
康
を
離
れ
る
。
柳
元
景
が
建
康
郊
外
の
覆
舟

山
に
て
孝
武
帝
の
宴
に
参
加
で
き
た
の
は
、
前
鋒
と
し
て
新
亭
に
至
り
、
新
亭
に

て
帝
が
即
位
し
た
後
、反
乱
に
て
建
康
を
離
れ
る
時
ま
で
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
繁

霜
」
の
舞
う
中
で
の
詠
と
す
れ
ば
、
鮑
照
詩
が
詠
ま
れ
た
の
は
、
孝
武
帝
が
即
位

し
た
年
の
秋
か
ら
冬
の
頃
と
な
り
、
或
い
は
、
翌
年
の
春
正
月
に
孝
武
帝
は
南
郊

に
て
祭
祀
を
し
て
い
る
の
で
、「
上
郊
」
の
語
が
そ
の
祭
祀
を
指
す
と
考
え
る
な

ら
ば
、
秋
か
ら
春
ま
で
の
季
節
の
推
移
を
描
い
た
上
で
、
そ
の
祭
祀
の
折
の
宴
会

に
て
詠
ま
れ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
ろ
う
。『
藝
文
類
聚
』
掲
載
の
孝
武
帝
詩
も

同
時
期
に
詠
ま
れ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
鮑
照
詩
が
孝
武
帝
の

即
位
に
関
わ
っ
て
の
詠
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
鮑
照
の
侍
宴
詩
は
新
帝
即
位
の
時
を
背
景
と
す
る
詠
詩
の
可
能

性
が
あ
り
、
そ
の
点
よ
り
鑑
み
る
と
、「
吉
野
讃
歌
」
も
持
統
天
皇
の
即
位
に
関

わ
る
詠
と
言
え
、
持
統
天
皇
の
即
位
が
持
統
四
年
正
月
で
あ
る
為
、
当
該
詠
は
直

後
の
二
月
の
吉
野
行
幸
時
と
想
定
さ
れ
る
。
持
統
四
年
二
月
の
詠
と
い
う
論
は
身

﨑
壽
氏
ら
に
よ
り
既
述
で
あ
る
が
（
（4
（　

、
鮑
照
詩
と
の
比
較
に
お
い
て
も
、
そ
の
よ

う
に
考
え
る
の
が
最
も
自
然
で
あ
ろ
う
（
（4
（　

。

　
　

五　

お
わ
り
に

　

以
上
、「
吉
野
讃
歌
」
と
鮑
照
詩
と
の
共
通
性
、
類
似
性
は
、

〇
詠
ま
れ
る
場
所
に
、
天
子
や
天
皇
の
行
幸
さ
れ
る
、
祭
祀
な
ど
に
関
わ
る
遊
宴

の
地
と
い
う
共
通
性
が
あ
る
。

〇
共
に
対
応
と
展
開
の
構
造
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、「
吉
野
讃
歌
」
第
二
長
歌

の
冒
頭
は
簡
潔
で
あ
り
、
鮑
照
第
二
詩
の
冒
頭
は
唐
突
で
あ
る
。

〇
第
一
長
歌
、
第
一
詩
に
、「
宮み
や

柱ば
し
ら

　

太ふ
と

敷し
き

座ま
せ

波ば

」（「
吉
野
讃
歌
」）、「
凌
レ

高

躋
二

飛
楹
一

」（
鮑
照
詩
）
と
あ
り
、
共
に
「
柱
」
を
使
っ
て
王
権
の
強
靱
さ
、

崇
高
さ
を
示
す
。

〇
第
一
長
歌
、
第
一
詩
に
、「
百も
も

磯し

城き

乃の　

大お
ほ

宮み
や

人ひ
と

者は　

船ふ
ね

並な
め

弖て　

旦あ
さ

川か
は

渡わ
た
り

　

舟ふ
な

競ぎ
ほ
ひ
　

夕ゆ
ふ

河か
は

渡わ
た
る」（「

吉
野
讃
歌
」）、「
遊
レ

軒
越
二

丹
居
一　

暉
レ

燭
集
二

涼
殿
一

」

（
鮑
照
詩
）
と
あ
り
、
共
に
「
朝
（
昼
）
～
夕
（
夜
）
～
」
に
奉
仕
す
る
大
宮

人
・
臣
下
の
姿
を
詠
む
。
ま
た
、
そ
れ
以
前
に
天
皇
・
天
子
の
姿
が
描
か
れ
、

そ
れ
ら
は
呼
応
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

〇
第
二
長
歌
、
第
二
詩
に
、「
上
の
ぼ
り

立た
ち　

國く
に

見み

乎を

為せ

勢せ

婆ば

」（「
吉
野
讃
歌
」）、「
羽
蓋

佇
二

宣
遊
一

」（
鮑
照
詩
）
と
あ
り
、
共
に
歌
や
詩
の
前
半
部
分
に
て
天
皇
・

天
子
の
姿
を
描
く
。
そ
の
描
写
も
「
上
の
ぼ
り

立た
ち

」、「
佇
」
と
、
共
に
「
立
」
と
関

わ
り
表
現
さ
れ
る
。

〇
第
二
長
歌
、第
二
詩
に
、「
春は
る

部へ

者に
は　

花は
な

挿か
ざ

頭し

持も
ち　

秋あ
き

立た
て

者ば　

黄も
み

葉ち

頭か
ざ

刺せ

理り

」（「
吉

野
讃
歌
」）、「
繁
霜
飛
二

玉
闥
一　

愛
景
麗
二

皇
州
一

」（
鮑
照
詩
）
と
あ
り
、

共
に
、「
春
（
秋
）
～
秋
（
春
）
～
」
と
い
う
表
現
に
て
、「
吉
野
讃
歌
」
は

天
皇
に
奉
仕
す
る
山や
ま

神つ
み

の
姿
を
描
き
、
鮑
照
詩
は
天
子
の
帝
徳
を
賞
讃
す
る
。

二
八
七

『
萬
葉
集
』
柿
本
人
麻
呂
「
吉
野
讃
歌
」
に
お
け
る
漢
籍
の
受
容
　
― 

南
朝
宋
の
鮑
照
「
侍
二
宴
覆
舟
山
一
二
首
」
と
の
比
較
を
通
し
て 

―



〇
第
二
長
歌
、
第
二
詩
に
、「
山や
ま

川か
は

母も　

依よ
り

弖て

奉つ
か
ふ

流る

」（「
吉
野
讃
歌
」）、「
清
蹕

戒
二

馳
路
一

」（
鮑
照
詩
）
と
、
共
に
天
皇
・
天
子
に
奉
仕
す
る
も
の
を
描
く
。

と
ま
と
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
吉
野
讃
歌
」
と
鮑
照
詩
と
は
、
詠
ま
れ
て

い
る
個
々
の
具
体
的
な
表
現
の
共
通
性
、
類
似
性
は
脆
弱
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
歌
（
詩
）
群
に
て
大
宮
人
（
臣
下
）
の
姿
、
天
皇
（
天
子
）
の
姿
を
詠
む
な
ど

の
内
容
や
、
構
成
に
お
け
る
対
応
と
展
開
と
い
う
構
造
に
、
共
通
点
や
類
似
点
が

多
々
あ
り
、
殊
に
構
成
に
お
い
て
、「
吉
野
讃
歌
」
が
鮑
照
詩
に
倣
っ
て
構
想
さ

れ
作
歌
さ
れ
た
と
い
う
蓋
然
性
が
高
い
。

　

ま
た
、
鮑
照
の
侍
宴
詩
は
新
帝
即
位
の
時
を
背
景
と
し
て
詠
ま
れ
た
可
能
性
が

あ
り
、
そ
の
点
よ
り
鑑
み
る
と
、「
吉
野
讃
歌
」
も
持
統
天
皇
の
即
位
に
関
わ
っ

て
の
詠
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
持
統
天
皇
の
即
位
は
持
統
四
年
正
月
で
あ

り
、
そ
の
為
、
当
該
詠
は
直
後
の
二
月
の
吉
野
行
幸
時
と
す
る
の
が
最
も
自
然
で

あ
ろ
う
。

　

尚
、
他
の
漢
籍
に
お
け
る
二
首
構
成
の
詩
、
殊
に
鮑
照
詩
以
後
、
初
唐
ま
で
の

詩
を
対
象
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
二
首
構
成
の
詩
に
も
対
応
と
展
開
と
い
う
構
造
が

あ
る
の
か
、
日
本
に
お
け
る
『
懐
風
藻
』
な
ど
の
二
首
構
成
の
詩
は
ど
う
か
、
こ

れ
ら
を
検
討
し
、
詩
や
歌
の
二
首
詠
ま
れ
る
意
味
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
し
て
い
く

こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
【
注
】

（
1
）
本
稿
に
お
け
る
『
萬
葉
集
』
の
引
用
は
、訓
読
は
『
万
葉
集
（
一
）
～
（
五
）』

に
、
原
文
は
『
原
文
万
葉
集
（
上
）、（
下
）』（
共
に
、
佐
竹
昭
広
氏
、
山
田
英
雄

氏
、
工
藤
力
男
氏
、
大
谷
雅
夫
氏
、
山
崎
福
之
氏
校
注
、
二
〇
一
三
年
一
月
～

二
〇
一
五
年
三
月
、
二
〇
一
五
年
九
月
、
二
〇
一
六
年
二
月
、
岩
波
書
店
）
に
よ

る
。
但
、
一
部
、
私
的
に
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
2
）『
萬
葉
集
』
に
収
載
さ
れ
る
人
麻
呂
作
歌
の
中
で
、
年
次
推
定
の
で
き
る
最

初
が
「
日
並
皇
子
尊
殯
宮
之
時
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
作
歌
一
首
幷
短
歌
」（
巻
二

−

一
六
七
～
一
六
九
）
の
持
統
三
（
六
八
九
）
年
、
最
後
が
「
明
日
香
皇
女
木
躪躪
殯

宮
之
時
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
作
歌
一
首
幷
短
歌
」（
巻
二

−

一
九
六
～
一
九
八
）
の

文
武
四
（
七
〇
〇
）
年
で
あ
る
。

（
3
）
以
下
、
本
稿
に
お
け
る
『
懐
風
藻
』
の
引
用
は
、
小
島
憲
之
氏
校
注
『
懐

風
藻　

文
華
秀
麗
集　

本
朝
文
粹
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
69
、一
九
六
四
年
五
月
、

岩
波
書
店
）
に
よ
る
。
但
、
一
部
、
私
的
に
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
4
）
小
島
憲
之
氏
「
萬
葉
集
と
中
國
文
学
と
の
交
流
」（『
上
代
日
本
文
学
と
中

国
文
学
』
中
、
第
五
篇
第
五
章
、
一
九
六
四
年
三
月
、
塙
書
房
）、
参
照
。

（
5
）『
萬
葉
代
匠
記
』
の
引
用
は
、『
契
沖
全
集
』
第
一
巻
（
一
九
七
三
年
一
月
、

岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

（
6
）
上
野
理
氏
「
吉
野
讃
歌
―
巡
狩
に
歓
呼
し
跳
躍
す
る
自
然
―
」 （『
人
麻
呂

の
作
歌
活
動
』
Ⅴ

−

第
七
章
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
、
汲
古
書
院 

、
初
出
、「
人
麻

呂
の
吉
野
賛
歌
の
構
想
と
表
現
―
巡
狩
に
歓
呼
し
跳
躍
す
る
自
然
―
」の
題
に
て
、

『
国
文
学
研
究
』
七
十
四
集
、
一
九
八
一
年
六
月
）

（
7
）『
初
學
記
』
の
引
用
は
、 

唐
、
徐
堅
等
著
『
初
學
記
』（
一
九
六
二
年
一
月
、

中
華
書
局
）、『
廣
弘
明
集
』
の
引
用
は
、
唐
、
釈
道
宣
撰
『
廣
弘
明
集
』（
四
部

叢
刊
初
編
子
部
、
一
九
六
五
年
、
台
湾
商
務
印
書
館
）
に
よ
る
。

（
8
）
身
﨑
壽
氏
「
宮
廷
讃
歌
の
方
法
―
和
歌
と
天
皇
制
序
説
―
」（『
日
本
文
学
』

三
十
九
巻
一
号
、
一
九
九
〇
年
一
月
）

二
八
八

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
二
号



（
9
）
以
下
、
本
稿
に
お
け
る
『
文
選
』
の
引
用
は
、
梁
、
昭
明
太
子
撰
、
唐
、

李
善
注『
文
選 
附
考
異
』（
一
九
九
八
年
十
二
月
、藝
文
印
書
館
）に
よ
る
。
ま
た
、

訓
読
等
に
つ
い
て
は
、
小
尾
郊
一
氏
、
花
房
英
樹
氏
著
『
文
選
』（
全
釈
漢
文
大

系
26
～
32
、
一
九
七
四
年
六
月
～
一
九
七
六
年
一
月
、
集
英
社
）
を
参
照
し
た
。

（
10
）
以
下
、
本
稿
に
お
け
る
鮑
照
詩
の
引
用
は
、
鮑
照
撰
、
謝
朓
撰
、
蕭
統
撰
、

江
淹
撰
『
鮑
氏
集　

謝
宣
城
詩
集　

梁
昭
明
太
子
文
集　

江
文
通
文
集
』（
四
部

叢
刊
初
編
集
部
、
一
九
六
五
年
、
台
湾
商
務
印
書
館
）
に
よ
る
。
但
、
一
部
、
私

的
に
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
11
）
藤
原
佐
世
撰
『
日
本
國
見
在
書
目
録
』
は
八
九
一
年
頃
の
成
立
と
さ
れ
、

こ
れ
に
よ
り
、
平
安
期
に
お
け
る
漢
籍
の
日
本
伝
来
が
確
認
で
き
る
。
西
澤
泰
義

氏
（
発
行
）『
日
本
國
見
在
書
目
録
』（
一
九
九
六
年
一
月
、名
著
刊
行
会
）、参
照
。

（
12
）
芳
賀
紀
雄
氏
「
萬
葉
集
と
中
國
文
学
」（『
萬
葉
集
に
お
け
る
中
國
文
学
の

受
容
』、
二
〇
〇
三
年
十
月
、
塙
書
房
）

（
13
）
覆
舟
山
の
場
所
に
つ
い
て
、
南
朝
宋
、
鮑
照
著
、
錢
仲
聯
増
補
集
説
校
『
鮑

参
軍
集
注
』（
一
九
八
〇
年
十
一
月
、
上
海
古
籍
出
版
社 

）
に
「
寰
宇
記
『
覆
舟

山
在
二

建
康
城
北
五
里
一

』」
と
あ
る
。

（
14
）
以
下
、
本
稿
に
お
け
る
『
藝
文
類
聚
』
の
引
用
は
、
唐
、
歐
陽
詢
撰
『
宋

本
藝
文
類
聚
』（
二
〇
一
三
年
十
二
月
、
上
海
古
籍
出
版
社
）
に
よ
る
。

（
15
）『
文
選
』
巻
第
二
十
二
、游
覧
の
部
に
、晉
、謝
混
「
游
二

西
池
一

」、南
朝
宋
、

謝
靈
運
「
游
二

南
亭
一

」、齊
、謝
朓
「
游
二

東
田
一

」
等
、題
す
る
詩
が
あ
る
。「
遊
」

と
「
游
」
と
は
通
用
す
る
と
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
「
游
」
は
風
光
明
媚
な
土
地
に
出

か
け
た
り
巡
っ
た
り
し
て
楽
し
む
場
合
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
16
）
以
下
、本
稿
に
お
け
る
漢
籍
史
書
（『
史
記
』、『
漢
書
』、『
後
漢
書
』、『
晋
書
』、

『
宋
書
』、『
南
齊
書
』、『
隋
書
』）
の
引
用
は
、
二
十
四
史
（
一
九
九
七
年
十
一
月
、

中
華
書
局
）
に
よ
る
。

（
17
）
但
、
南
朝
宋
の
時
代
に
北
郊
の
行
わ
れ
た
記
録
は
な
く
、
南
郊
の
み
が
実

施
さ
れ
る
。
金
子
修
一
氏
『
中
国
古
代
皇
帝
祭
祀
の
研
究
』（
二
〇
〇
六
年
四
月
、

岩
波
書
店
）、
参
照
。

（
18
）
以
下
、
本
稿
に
お
け
る
『
日
本
書
紀
』
の
引
用
は
、
小
島
憲
之
氏
、
直
木

孝
次
郎
氏
、
西
宮
一
民
氏
、
蔵
中
進
氏
、
毛
利
正
守
氏
校
注
・
訳
『
日
本
書
紀
』

①
～
③
（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
2
～
4
、
一
九
九
四
年
四
月
～
一
九
九
八
年

六
月
、
小
学
館
）
に
よ
る
。
但
、
一
部
、
私
的
に
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
19
）「
開
レ

雲
」
は
、『
文
選
』
に
「
側
聽
二

風
薄
一
レ

木
、
遙
睇
二

月
開
一
レ

雲
」

（
巻
第
二
十
六
、
南
朝
宋
、
顔
延
之
「
夏
夜
呈
二

從
兄
散
騎
車
長
沙
一

一
首
」）
と
、

顔
延
之
の
詩
に
類
似
表
現
が
あ
る
。「
山
祇
蹕
二

嶠
路
一　

水
若
警
二

滄
流
一

」
の

詩
の
作
者
で
も
あ
る
顔
延
之
は
、
鮑
照
と
同
じ
南
朝
宋
の
人
で
鮑
照
よ
り
少
し
前

に
活
躍
し
た
。
そ
の
為
か
、
二
人
の
作
品
に
は
類
似
表
現
が
多
々
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
一
方
、『
後
漢
書
』
に
「
掦
二

朝
恩
一

示
二

以
和
睦
一

、
曠
若
二

開
レ

雲

見
一
レ

日
」（
巻
七
十
四
上
、
袁
紹
劉
表
列
傳
第
六
十
四
上
、
袁
紹
）
と
、「
開
レ

雲
」

は
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
用
例
は
明
ら
か
な
る
こ
と
を
「
開
レ

雲
」
に
譬
え
て
お
り
、

そ
の
対
象
が
「
朝
恩
」
で
あ
る
こ
と
に
示
唆
す
る
も
の
が
あ
る
。
鮑
照
詩
に
お
い

て
も
「
開
レ

雲
」
の
主
体
は
景
な
ら
ば
太
陽
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
譬
喩
す
る
も

の
と
し
て
天
子
が
想
定
さ
れ
る
。「
中
縣
」
は
、『
漢
書
』
に
「
中
縣
之
民
」、
そ

の
顔
師
古
注
に
「
如
淳
曰
、
中
縣
之
民
、
中
國
縣
民
也
」（
巻
一
下
、
高
帝
紀
第

一
下
）
と
あ
り
、
天
子
の
統
治
す
る
地
を
言
う
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、
景
を
詠

み
つ
つ
、
天
子
を
讃
え
る
表
現
を
含
蓄
す
る
と
想
定
さ
れ
る
。二

八
九

『
萬
葉
集
』
柿
本
人
麻
呂
「
吉
野
讃
歌
」
に
お
け
る
漢
籍
の
受
容
　
― 

南
朝
宋
の
鮑
照
「
侍
二
宴
覆
舟
山
一
二
首
」
と
の
比
較
を
通
し
て 

―



（
20
）
以
下
、
本
稿
に
お
け
る
『
説
文
解
字
』
の
引
用
は
、
後
漢
、
許
慎
撰
、
清
、

段
玉
裁
注
『
説
文
解
字
注
』（
一
九
八
一
年
十
月
、
上
海
古
籍
出
版
社
）
に
よ
る
。

（
21
）「
丹
居
」
の
「
丹
」
は
朱
い
色
、「
居
」
は
住
ま
い
の
意
。『
文
選
』
に
「
流

雲
藹
二

青
闕
一　

皓
月
鑒
二

丹
宮
一

」（
巻
第
二
十
六
、
南
朝
宋
、
顔
延
之
「
直
二

東
宮
一

答
二

鄭
尚
書
一

一
首
」）
と
、
や
は
り
顔
延
之
の
詩
に
類
似
表
現
が
あ
る
。

「
丹
居
」、「
丹
宮
」
は
共
に
宮
殿
を
言
お
う
。

（
22
）
本
稿
に
お
け
る
『
楽
府
詩
集
』
の
引
用
は
、
宋
、
郭
茂
倩
著
『
楽
府
詩
集
』

（
中
國
古
典
文
學
基
本
叢
書
、
一
九
七
九
年
十
一
月
、
中
華
書
局
）
に
よ
る
。

（
23
）
以
下
、
本
稿
に
お
け
る
経
書
類
（『
毛
詩
』、『
毛
詩
正
義
』、『
禮
記
』、

『
禮
記
正
義
』、『
周
禮
』、『
周
禮
注
疏
』、『
春
秋
左
傳
正
義
』
等
）
の
引
用
は
、

十
三
経
注
疏
整
理
本
（
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
、
北
京
大
學
出
版
社
）
に
よ
る
。

（
24
）「
涼
殿
」
の
用
例
に
つ
い
て
、
他
に
唐
代
の
も
の
と
な
る
が
、『
法
苑
珠
林
』

に
「
時
淨
飯
王
為
二

於
太
子
一

造
二

三
時
殿
一

、一
者
暖
殿
以
擬
二

隆
冬
一

、
第
二

涼
殿
以
擬
二

夏
暑
一

、第
三
中
殿
用
擬
二

春
秋
一

。」（
巻
第
十
、千
佛
篇
第
五
之
三
、

納
妃
部
第
九
、
求
婚
部
第
三
）
と
あ
り
、
こ
れ
も
夏
の
用
例
と
思
わ
れ
る
。（『
法

苑
珠
林
』
の
引
用
は
、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』、
一
九
二
八
年
一
月
、
大
正
一
切
經

刊
行
會
に
よ
る
）。

（
25
）「
焱
」
は
『
説
文
解
字
』
に
「
焱
、
火
華
也
」（
十
篇
下
、
焱
部
）
と
あ
る
。

「
流
」
は
『
文
選
』
に
「
窺
二

東
山
之
府
一

、
則
壞
寶
溢
レ

目
、
䚕
二

海
陵
之
倉
一

、

則
紅
粟
流
衍
。」（
巻
第
五
、
晉
、
左
思
「
呉
都
賦
」）
等
、
満
ち
溢
れ
流
れ
出
る

よ
う
な
場
面
に
用
い
ら
れ
る
例
が
あ
る
。「
流
宴
」
も
満
ち
溢
れ
流
れ
る
よ
う
な

盛
ん
な
宴
会
の
意
で
あ
ろ
う
。

（
26
）「
含
靈
」
は
、『
文
選
』
に
「
涉
レ

器
千
名
、含
レ

靈
萬
族
。」（
巻
第
五
十
九
、梁
、

王
巾
「
頭
陁
寺
碑
文
一
首
」）
と
あ
り
、「
藏
物
」
は
、『
禮
記
正
義
』
に
「
府
者
、

藏
物
之
處
也
。
既
法
天
地
立
レ

官
、
天
地
應
レ

生
二

萬
物
一

、
故
為
二

萬
物
一

立

レ

府
也
」（
卷
第
四
、
曲
禮
下
第
二
）
と
あ
る
。「
含
靈
」
も
「
藏
物
」
も
天
地
に

あ
る
す
べ
て
の
生
物
を
指
そ
う
。

（
27
）「
神
都
」
は
、
後
の
時
代
で
あ
る
が
、『
九
家
集
注
杜
詩
』
に
「
神
都
憶
二

帝
車
一

」、
そ
の
郭
知
達
注
に
「
神
都
則
天
子
所
レ

居
乃
神
明
之
都
也
」（
巻

二
十
九
、「
贈
二

李
八
秘
書
一

別
三
十
韻
」）
と
あ
り
、天
子
の
居
る
都
を
指
す
（『
九

家
集
注
杜
詩
』
の
引
用
は
、
宋
、
郭
知
達
編
『
九
家
集
注
杜
詩
』、
一
九
〇
〇
年

代
、
商
務
印
書
館
に
よ
る
）。「
華
甸
」
は
、『
宋
書
』
に
「
京
口
肇
二

祥
自
古
一

、

著
二

符
近
代
一

、
衿
二
帶
江
山
一

、
表
二
裏
華
甸
一

」（
巻
五
、
本
紀
第
五
、
文
帝
）

と
あ
る
。「
甸
」
に
つ
い
て
は
、『
説
文
解
字
』
に
「
甸
、天
子
五
百
里
内
田
」（
十
三

篇
下
、
田
部
）
と
あ
り
、「
華
甸
」
も
天
子
の
領
有
す
る
土
地
、
す
な
わ
ち
都
を

指
す
で
あ
ろ
う
。

（
28
）「
醴
」
は
『
説
文
解
字
』
に
「
醴
、
酒
一
宿
孰
也
」（
十
四
篇
下
、
酉
部
）

と
あ
り
、
一
晩
で
醸
造
し
た
酒
の
こ
と
で
あ
る
。

（
29
）
同
内
容
の
詩
が
『
晋
書
』
の
「
碣
石
篇
」（
巻
二
十
三
、
志
十
三
、
楽
下
）

に
も
あ
り
、『
南
齊
書
』
は
「
碣
石
辞
…
（
中
略
）
…
魏
武
帝
辭
、
晉
以
為
二

碣

石
舞
一

、
歌
詩
四
章
」（
巻
十
一
、
志
第
三
、
楽
）
と
す
る
。
但
、『
晋
書
』
の
成

立
は
遅
く
唐
代
（
六
四
八
年
）
で
あ
り
、『
宋
書
』
か
ら
の
引
用
も
有
る
。
従
っ
て
、

こ
こ
で
は
『
宋
書
』
の
用
例
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

（
30
）『
説
文
解
字
』
に
「
景
、
日
灮
也
」（
七
篇
上
、
日
部
）
と
あ
る
。

（
31
） 「
皇
州
」
は
、『
文
選
』
に
収
載
さ
れ
る
鮑
照
の
詩
「
結
客
少
年
場
行
」
の
中
に
、

「
升
レ

高
臨
二

四
關
一　

表
裏
望
二

皇
州
一

」（
巻
第
二
十
八
、
南
朝
宋
、
鮑
照
「
樂

二
九
〇

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
二
号



府
八
首
」
第
三
首
）
と
あ
り
、帝
都
の
こ
と
。 「
麗
」
は
、同
じ
く
『
文
選
』
に
「
遠

巖
映
二

蘭
薄
一　

白
日
麗
二

江
皐
一

」（
巻
第
二
十
二
、
南
朝
宋
、
謝
靈
運
「
從
二

游
京
口
北
固
一

應
詔
一
首
」）
と
あ
り
、
美
し
い
「
白
日
」（
太
陽
）
の
様
子
を
表

し
て
い
る
。

（
32
）「
愛
景
」
に
つ
い
て
、丁
福
林
氏
、叢
玲
玲
氏
校
注
『
鮑
照
集
校
注
』
下
冊
（
中

國
古
典
文
學
基
本
叢
書
、
二
〇
一
二
年
四
月
、 

中
華
書
局
）
が
、「
愛
景
、
猶
曖

景
。
謝
霊
運
《
佛
影
銘
》、「
観
レ

遠
表
相
、
就
レ

近
暖
景
、
匪
レ

質
匪
レ

空
、
莫

レ

測
莫
レ

領
。」《
文
選
》
巻
五
八
、
王
儉
《
褚
淵
碑
文
》、「
曖
有
二

餘
暉
一

、
遙

然
留
レ

想
。」
李
善
注
、「
曖
、溫
貌
。《
莊
子
》
曰
、『
曖
然
似
レ

春
、遙
然
流
レ

想
、

所
レ

慮
者
深
矣
。』」
と
す
る
。

（
33
）『
漢
書
』
に
「
不
三

敢
絶
二

馳
道
一

」（
巻
十
、
成
帝
紀
第
十
）、
そ
の
顔
師

古
注
に
「
應
劭
曰
、
馳
道
天
子
所
レ

行
道
也
」
と
あ
る
。『
説
文
解
字
』
に
「
路
、

道
也
」（
二
篇
下
、
足
部
）
と
あ
り
、「
馳
道
」
と
「
馳
路
」
は
同
意
で
あ
る
。

（
34
）「
佇
」
は
『
毛
詩
』
國
風
、
邶
、「
燕
燕
」
の
詩
に
「
瞻
望
弗
レ

及　

佇
立

以
泣
（
毛
傳
）
佇
立
、
久
立
也
」
と
あ
る
。

（
35
）「
神
都
」
が
天
子
の
都
な
ら
ば
、
こ
こ
で
の
「
神
居
」
は
天
子
の
住
ま
い
と

捉
え
て
良
か
ろ
う
。「
崇
盛
」
は
『
蔡
中
郎
集
』
に
「
雖
二

則
崇
盛
一　

猶
レ

匪
二

寧
息
一

」（
巻
六
、「
濟
北
相
崔
君
夫
人
誄
」）
と
あ
り
（『
蔡
中
郎
集
』
の
引
用
は
、

漢
、
蔡
邕
撰
『
蔡
中
郎
集
』、
一
九
〇
〇
年
代
、
中
華
書
局
に
よ
る
）、「
嵓
嶮
」
は
、

『
文
選
』
に
「
巖
險
周
固
、
衿
帶
易
レ

守
」（
巻
第
二
、
後
漢
、
張
衡
「
西
京
賦
」）

と
あ
る
。

（
36
）「
禮
俗
」
は
『
周
禮
』
に
「
六
曰
、禮
俗
以
馭
二

其
民
一

」
そ
の
鄭
玄
注
に
「
禮

俗
、
昏
姻
喪
紀
、
舊
所
レ

行
也
」（
巻
第
二
）
と
あ
る
。
昔
よ
り
（
い
わ
ゆ
る
冠

婚
葬
祭
な
ど
で
）
人
々
の
集
ま
る
所
の
意
。「
徳
聲
」
は
、『
文
選
』
に
「
不
レ

能

レ

歌
二

德
聲
一

」（
巻
第
二
十
四
、
魏
、
曹
植
「
又
贈
二

丁
儀
王
粲
一

一
首
」）
と

あ
り
、
そ
の
李
善
注
が
「
德
聲
、
謂
二

太
祖
令
德
之
聲
一

也
」
と
、
曹
操
の
徳
と

す
る
。
そ
れ
故
に
、
鮑
照
第
二
詩
で
も
天
子
の
徳
と
解
し
た
い
。

（
37
）「
昌
」
は
『
文
選
』
に
「
六
合
殷
昌
（
李
善
注
）
…
昌
、
熾
也
」（
巻
第
三
、

後
漢
、
張
衡
「
東
京
賦
」）、『
説
文
解
字
』
に
「
熾
、
盛
也
」（
十
篇
上
、
火
部
）

と
あ
り
、「
民
謳
」
は
『
毛
詩
正
義
』
に
「
太
平
之
時
、
人
民
和
樂
謳
歌
」（
巻
第

十
九
）
と
あ
る
。
鮑
照
詩
に
も
天
子
の
徳
に
よ
っ
て
太
平
が
訪
れ
人
々
が
そ
の

天
子
を
讃
え
て
歌
う
様
が
詠
ま
れ
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
。『
説
文
解
字
』、「
謳
、

齊
歌
也
」（
三
篇
上
、
言
部
）。

（
38
）
第
一
長
歌
「
八や

隅す
み

之し

知し

」
と
第
二
長
歌
「
安や
す

見み

知し

之し

」
の
文
字
表
現
の
違

い
に
つ
い
て
は
、「
八や

隅す
み

之し

知し

」は「
天
下
の
隅
々
ま
で
八
方
を
お
治
め
に
な
る
」意
、

「
安や
す

見み

知し

之し

」
は
「
安
ら
か
に
国
を
お
治
め
に
な
る
」
意
と
さ
れ
る
（
小
島
憲
之
氏
、

木
下
正
俊
氏
、東
野
治
之
氏
校
注
・
訳
『
萬
葉
集
』
①
、四
十
六
、四
十
七
頁
、頭
注
、

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
6
、
一
九
九
四
年
九
月
、
小
学
館
な
ど
）。

（
39
）太
田
豊
明
氏「
柿
本
人
麻
呂「
吉
野
讃
歌
」の
主
題
と
構
造
」（『
国
文
学
研
究
』

一
一
四
集
、
一
九
九
四
年
十
月
）

（
40
）（
39
）
に
同
じ
。

（
41
）
日
本
の
文
献
に
お
い
て
「
宮
柱
」
は
「
太
し
く
」
云
々
と
共
に
「
統
治
す
る
」

と
い
う
場
面
に
現
れ
る
。

〇
『
古
事
記
』

於
二

底
津
石
根
一

宮
柱
布
刀
斯
理
、
…
（
中
略
）
…
於
二

高
天
原
一

氷
椽
多

迦
斯
理
、…
（
中
略
）
…
而
居
。
是
奴
也
。
故
、持
二

其
大
刀
・
弓
一

、…
（
中

二
九
一

『
萬
葉
集
』
柿
本
人
麻
呂
「
吉
野
讃
歌
」
に
お
け
る
漢
籍
の
受
容
　
― 

南
朝
宋
の
鮑
照
「
侍
二
宴
覆
舟
山
一
二
首
」
と
の
比
較
を
通
し
て 

―



略
）
…
始
作
レ

國
也
。�

（
上
巻
、
大
国
主
神
）

於
二

底
津
石
根
一

宮
柱
布
斗
斯
理
、
…
（
中
略
）
…
於
二

高
天
原
一

氷
木
多

迦
斯
理
、
…
（
中
略
）
…
而
、
治
賜
者
、
僕
者
於
二

百
不
レ

足
八
十
坰
手
一

隱
而
侍
。�

（
上
巻
、
葦
原
中
国
の
平
定
）

於
二

底
津
石
根
一

宮
柱
布
刀
斯
理
、
於
二

高
天
原
一

氷
椽
多
迦
斯
理
而
坐
也
。

�

（
上
巻
、
邇
邇
芸
命
）

〇
『
日
本
書
紀
』　

天
皇
即
二

帝
位
於
橿
原
宮
一

。
…
（
中
略
）
… 

於
二

畝
傍
之
橿
原
一

也
、
太  

立
宮
柱
於
底
磐
之
根
一

、
峻
三
峙
搏
二

風
於
高
天
之
原
一

、
而
始
馭
天
下
之

天
皇
、
號
曰
二

神
日
本
磐
余
彦
火
々
出
見
天
皇
一

焉
。

	

（
巻
第
三
、
神
武
天
皇
、
元
年
正
月
）

〇
『
萬
葉
集
』

由つ

縁れ

母も

無な
き　

真ま

弓ゆ
み

乃の

岡を
か

尓に　

宮み
や

柱ば
し
ら

　

太ふ
と

布し
き

座い
ま
し

　

御み

在あ
ら

香か

乎を　

高た
か

知し
り

座ま
し

而て

…

�
（
巻
二

−

一
六
七
）

山や
ま

代し
ろ

乃の　

鹿か

脊せ

山や
ま
の
ま際

尓に　

宮み
や

柱ば
し
ら

　

太ふ
と

敷し
き

奉ま
つ
り

　

高た
か

知し
ら

為す　

布ふ

當た
ぎ

乃の

宮み
や

者は

…
�

（
巻
六

−

一
〇
五
〇
）

〇
祝
詞

皇
神
能 

敷
坐
、
下
都
磐
根
爾 

宮
柱
太
知
立
、
高
天
原
爾 

千
木
高
知
弖
、

�

（「
祈
年
祭
」）

下
都
磐
根
爾　

宮
柱
太
知
立
、
高
天
原
爾 

千
木
高
知
座
須
、
伊
射
那
伎
能 

日
眞
名
子
、�

（「
出
雲
國
造
神
賀
詞
」）

※
『
古
事
記
』
及
び
「
祝
詞
」
の
引
用
は
、
倉
野
憲
司
氏
、
武
田
祐
吉
氏

校
注
『
古
事
記　
祝
詞
』（
一
九
五
八
年
六
月
、
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

（
42
）
身
﨑
壽
氏
「
吉
野
讃
歌
」（『
セ
ミ
ナ
ー
万
葉
の
歌
人
と
作
品
』
第
二
巻
、 

一
九
九
九
年
九
月
、
和
泉
書
院
）

（
43
）
そ
の
中
の
「
山や
ま

神つ
み

」（「
吉
野
讃
歌
」
第
二
長
歌
） 

は
、
契
沖
等
の
挙
げ
る

顏
延
年
詩
に
は
蹕
（
先
払
い
）
を
す
る
も
の
と
描
か
れ
、
鮑
照
第
二
詩
に
お
い
て

も
清
蹕
（
先
払
い
）
が
詠
ま
れ
る
と
い
う
、
間
接
的
な
共
通
性
が
見
出
さ
れ
る
。

（
44
）（
42
）
に
同
じ
。

（
45
）
当
時
、鮑
照
詩
が
新
帝
即
位
に
関
わ
っ
て
詠
ま
れ
も
の
と
（
日
本
に
お
い
て
）

知
り
得
た
か
、
疑
問
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
偶
然
の
一
致
と
は
思
え
ず
、
何
ら
か

の
情
報
が
あ
っ
た
か
、
或
い
は
、
新
帝
即
位
の
折
の
行
幸
に
は
天
子
を
賞
讃
す
る

詩
を
詠
む
慣
例
が
あ
り
、
そ
れ
が
日
本
に
も
齎
さ
れ
て
い
た
か
、
推
測
の
域
は
出

な
い
が
、
そ
の
よ
う
に
考
え
た
い
。

　
［
付
記
］

・
本
稿
は
、
第
三
十
八
回
（
二
〇
一
九
年
度
）
和
漢
比
較
文
学
会
全
国
大
会
（
於

上
智
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
す
。
ご
指
導
い
た

だ
い
た
先
生
方
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

・
本
稿
は
、
令
和
元
年
度
植
田
安
也
子
学
術
振
興
基
金
の
助
成
を
受
け
て
行
っ
た

研
究
成
果
の
一
部
で
す
。

（
二
〇
二
〇
年
九
月
二
十
八
日
受
理
）

（
う
ち
だ　

ふ
み
・
京
都
府
立
大
学
大
学
院
学
術
研
究
員
）

二

二
九
二

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
二
号


